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主な内容

避 
難
し
て
く
だ
さ
い

「自分の身は
　自分で守る！」
　 強い防災意識を今一度

「
過
去
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
ず
」

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
大
災
害
は
起
こ
り
得
る
」と
考
え
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地震発生の 翌日には燃料を求めガソリンスタンドに長蛇の列ができました

防災マップは各庁舎窓口に備えつけて
いるほか（配付無料）、町ホームページ
にも掲載しています。

災
害
へ
の
備
え
と
心
構
え
を
今
一
度

今
年
７
月
に
西
日
本
を
襲
っ
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
。
広
範
囲
に

わ
た
る
大
雨
が
大
災
害
を
招
き
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
、
消
防
や
警
察
な
ど
に
よ
る
支
援
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま

す
。
防
災
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
基
本
姿
勢
を
徹
底
し
、
災
害
へ
の
備
え
を
今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
る
防
災

マ
ッ
プ
は
、洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
、地
域
の
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ

プ
、地
域
の
危
険
度
マ
ッ
プ
お
よ
び
風

水
害
や
地
震
に
関
す
る
防
災
知
識
の

ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
、
発
災
後
72
時
間
（
３
日

間
）
は
生
存
者
の
救
助
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
物

資
が
届
き
配
給
が
本
格
化
す
る
の
は
、
そ
れ
以

降
で
す
。

最
低
３
日
以
上
、
で
き
れ
ば
７
日
分
を
目
安

に
、
食
料
や
水
等
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
気
象
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ト
ク
す

る
防
災
！
」
の
「
備
蓄
の
ス
ス
メ
」
に
は
、
災

害
に
備
え
、
何
を
ど
う
備
蓄
す
れ
ば
い
い
か
動

画
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
備
蓄
用
の
食
料
品
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
、
備
蓄
の
確
認
を
す
る

こ
と
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
３
月
11
日　

東
日
本
大
震
災

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
。
当
町
は
震
度

５
弱
を
記
録
し
、
停
電
が
43
時
間
あ
ま
り
も

続
き
ま
し
た
。
停
電
の
復
旧
見
込
み
が
た
た

ず
、
ゆ
と
り
あ
、
中
央
公
民
館
、
南
部
公
民

館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
。
停
電
が
復
旧
し

た
３
月
13
日
ま
で
の
間
に
１
３
５
人
が
避
難

し
ま
し
た
。

災
害
危
険
情
報（
浸
水
想
定
区
域
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、地
震
に
よ
る

揺
れ
の
強
さ
等
）が
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、危
険
個
所
を
避
け
た
避
難
経

路
の
設
定
や
、家
庭
や
地
域
で
の
防
災

活
動
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

南
部
町
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
を

近
年
南
部
町
を
襲
っ
た
災
害

家
庭
内
で
も
備
蓄
を  —

目
安
は
３
日
分—
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町からの避難情報伝達手段

防災無線

町ホームページ

ツイッター
緊急速報

メール

避難情報の種類と対応

緊急性 避難情報の種類と対応

高

低

避難指示（緊急）

・まだ避難が済んでいない場合は、ただちに避難する。
・外出することが危険な状況で屋内に残っている場合は、屋内で安
　全確保をする（土砂災害の場合：建物の斜面とは反対側の２階以上
　の部屋へ移動する。水害の場合：建物の２階以上へ移動する。）

避難勧告

・一刻も早く避難する。

避難準備・高齢者等避難開始

・避難に時間を要する人（高齢者等）がいる家庭、あるいは危険
　な場所に住んでいる人は避難を開始する。
・気象情報に注意を払い、いつでも避難できる準備をする。
・避難が必要と判断した場合は、避難を開始する。

地震発生の 翌日には燃料を求めガソリンスタンドに長蛇の列ができました住宅への浸水を防ぐため土のうを積む消防団路肩部分が崩落した町道

平成30年７月豪雨により大きな災害を受けた地域では、避難指示（緊急）が、移動が困難な深夜に
出された自治体も少なくありませんでした。自治体による避難勧告等は、川の水位や気象庁の発表と
いった客観的な情報が一定基準に達した場合に発令されるため、日没後に急な水位の上昇があったり警
報が発表されたりした場合は、避難勧告等が夜間に発令されることもあります。

夜間の避難勧告等は雨で音が消されたり、移動の難しさや危険を伴うため、避難所や高台への安全な
避難経路を確保できない場合は「建物２階への避難」も避難行動の選択肢として考えてください。

人命を守るもっとも有効な手段は「早い段階での自主避難」です。町としても、夜間に大雨などの警
報が予想される場合、夕方までの自主避難を呼びかけるなど、早めの情報提供を行います。

避難勧告等が発令された場合は、少しでも早く自主的に避難をし、仮に避難が空振りでも訓練と思
い、自分の身は自分で守りましょう。

平
成
23
年
９
月　

台
風
第
15
号

大
雨
に
伴
う
被
害

全
壊
１
棟
、
半
壊
69
棟
、
床
上
浸
水
92
棟
、

床
下
浸
水
73
棟
、
非
住
家
被
害
３
９
６
棟

平
成
25
年
９
月　

台
風
第
18
号

大
雨
に
伴
う
被
害

半
壊
74
棟
、
床
上
浸
水
58
棟
、
床
下
浸
水
54

棟
、
非
住
家
被
害
３
0
３
棟

避
難
情
報
を
活
用
し
た
避
難
判
断
を

「平成30年７月豪雨」の教訓　　－ 早めの自主避難を －

最高水位は９mに達したところもありましたが、避難していたため、
人的被害はありませんでした。
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団体戦２部優勝メンバー
左から久保裕さん（名川Ｂ＆Ｇ海洋センター）、宮野
健人さん（建設課）、斉藤学さん（住民生活課）

県大会でのさらなる活躍を誓う名川第８分団員

７月８日に埼玉県立武道館相撲場で開催された第
56 回東日本実業団相撲選手権大会の団体戦 2 部で、
南部町役場が初優勝を果たし、来年の１部昇格を果
たしました。

大会には東日本実業団相撲連盟に加盟の 23 団体、
100 人を超える選手が参加。3 人 1 チームで競う
団体戦１部と 2 部、軽量級、重量級、無差別級の 3
部門に分かれての個人戦が行われ、会場は熱心な相
撲ファンの声援に包まれました。

個人無差別級でも準優勝をした南部町役場の久保
裕さんは「皆さんの支えがあっての成績だと思いま
す。さらに上を目指して頑張ります」と話しました。

７月 16 日に五戸町の小渡平公園で開催された「第
26 回三八地区消防操法大会」において、小型ポン
プ操法の部に出場した名川第８分団（久慈明彦分団
長）が見事優勝を果たしました。

大会には、三八地区の 10 チームが参加。「ポン
プ車操法」の部と「小型ポンプ操法」の部に分かれ
て日ごろの練習の成果を競いました。

南部町からは「小型ポンプ操法」の部に名川第８
分団、「ポンプ車操法」の部に福地第２分団（３位
入賞）が参加。優勝した名川第８分団は８月 25 日
の県大会へ出場します。

選手の皆さんお疲れさまでした。

工藤さんは、昭和 51 年４月から通算４期、約 16 年
の長きにわたり、南

な ん ぶ ま ち

部町の議会議員として、また、副
議長および議長として議員活動に専念し、地方自治な
らびに農業をはじめとする地域産業の振興発展に多大
な貢献をされました。

また、平成４年４月から通算２期８年間、南
な ん ぶ ま ち

部町助
役として今日の南部町発展の礎を築かれてきました。
さらには、消防団長として、地域の安全確保に努め、
消防行政の振興にも大きく寄与されました。

工藤さんは「町民の皆様とともに受章したものと思
っています。今回の受章を契機にさらに恩返ししてい
きたいです」と笑顔で話しました。

工藤  勘兵衛  さん （大向）高齢者叙勲 旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章  地方自治功労

東日本実業団相撲選手権大会団体戦２部　南部町役場が初優勝

三八地区消防操法大会小型ポンプ操法の部　名川第８分団が優勝
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県では、今年度から国民運動「COOL CHOICE」（クールチョイス＝賢い選択）に呼応して、標記宣言を
合言葉に、県民・事業所・各種団体・行政などあらゆる主体が連携・協力して温室効果ガス削減を目指す
こととしました。そこで、町では県の施策に賛同し、一緒に地球温暖化防止対策に取り組みます。

交通災害共済は、交通事故による被災者を救済するため、昭和 43 年に青森県内の全市町村によりつく
られた制度です。日本全国どこで起きた交通事故でも、弔慰金または災害の程度に応じて見舞金を受け取
ることができます。

青森県民の方であればどなたでも加入することができます。ぜひ家族全員で加入しましょう。

見舞金の請求には「交通事故証明書」が必要になります。交通事故で被災した際には、必ず警察または
最寄りの交番に届け出ましょう。（自損事故や、自転車等の単独転倒でも届け出が必要です。）

会費年間：１人　350円　※学童団体（幼稚園・小中学校など）１人　300円
対象となる交通事故による災害：自動車、バイク、自転車などの道路交通による人身事故

①行動を選ぶ
　・クールビズやウォームビズの実践
　　　職場や家庭で冷暖房機に頼りすぎない暮らし方をしましょう。
　・電気を大切に
　　　使わない電気をこまめに消すことを心がけましょう。
　・３Ｒ（スリーアール）の推進
　　　ごみとして捨てていた物も、しっかり分別すれば大切な資源となります。
　　　※資源ごみの出し方は、お住まいの地区の「ごみ収集日程表（ごみカレンダー）」をご覧ください。
　・ごみの減量化
　　　食材は使い「きる」、料理は食べ「きる」、生ごみは水気を「きる」の３つの「きる」で生ごみを
　　減らしましょう。
　　　ごみを減らすと、ごみを焼却している焼却炉の寿命を延命させるだけでなく、焼却によって発生
　　した灰を埋め立てる埋立処分場の寿命にも影響します。これらの運営資金は、税金が使われていま
　　すので、長く稼働させることは皆さんにとって大変お得なこととなります。
　　　ごみ処理にかかる経費と、焼却によって発生する二酸化炭素の削減のため、ごみの減量化をお願
　　いします。
②物を選ぶ
　・家電製品の省エネ化は年々進んでいます
　　　冷蔵庫やエアコン、テレビなどは 10 年前と比較するとかなり省エネ化が進んでいます。電気代
　　の節約にもなりますので、古い電化製品を使っている人は、買替えも考えてみましょう。
　　　また、エコカーへの買替えや照明のＬＥＤ化もガソリン代や電気代の節約につながります。

　町民の皆さんが行う節電対策やごみの減量化対策が直接的に地球温暖化防止につながりますの
で、皆さんのご理解をお願いします。　【問合せ】住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509

地球温暖化対策は誰のため？
県民一人ひとりの賢い選択（COOL CHOICE）で温室効果ガス削減を目指す、

「COOL CHOICE あおもり」を宣言!!

【問合せ】住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509交通災害共済について
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田園風景を楽しみながら笑顔で歩を進める参加者

的を狙いすまして吹矢を放つ参加者

盗難防止の看板を設置する隊員たち

PR 活動への意気込みを話すフルーツ娘

７月１日、青森県南スポーツ吹矢大会が、剣吉

公民館で開催されました。青森、八戸、弘前、十和田、

南部、藤崎の６市町の青森県スポーツ吹矢協会７

支部から参加した 74 人は、日頃の練習成果を競

い合いました。

熟練度に応じて３クラスに分かれた個人戦と 1

チーム 5 人による団体戦が行われ、見事、当町の「フ

ルーツの郷南部支部」（竹内和子支部長）が、昨

年に続く団体戦の連覇を達成。参加者は集中力を

高め、鋭く的を射抜いていました。

6 月 24 日、青森県南部町ふくち里山あるきが

開催され、5 歳～ 85 歳の 183 人が、豊かな自然

風景を楽しみ、ウォーキングに汗を流しました。

県ウォーキング協会が創設した「ウォーキング

リーグ」の中の一イベントとなった今回は、昨年

より 40 人多い参加者で大いに賑わいました。

コースは、初心者向けの 8 ㌔コースと、日本ウ

ォーキング協会公認の 16 ㌔コースの 2 種類。参

加者は、名久井岳や馬淵川などの景色を見渡し、

自然を満喫しながら、笑顔で完歩していました。

６月 25 日、三戸地区防犯協会（工藤岩三会長）

と三戸警察署（杉山肇署長）は、サクランボを盗

難から守ろうと中央公民館前でパトロール出動式を

行いました。

式では、三戸地区防犯指導隊南部支隊の土屋昌

夫支隊長が、工藤会長と南部町フルーツ娘から盗

難防止を呼び掛ける看板を受け取り、出動を宣言。

その後、参加者は農園を訪れ、立て看板の設置を

行いました。農園の監視巡回は 7 月下旬まで行わ

れ、大きな被害なく収穫期を終えました。

６月 26 日、南部町さくらんぼ狩りセレモニーが

楽楽ホールで開催されました。

セレモニーでは、南部町フルーツ狩り実行委員

会の川守田義雄会長が「今年は、過去 10 年で最

高の作柄です。例年以上に多くの皆さんにさくらん

ぼ狩りを楽しんでもらえると確信しています」とあ

いさつをしました。

また、南部町フルーツ娘の 7 人が自己紹介し、

さくらんぼ狩りや 1 年を通したフルーツの PR 活動

への意欲を話しました。

まちの話題

「フルーツの郷南部支部」が団体優勝 
達者村第３回青森県南スポーツ吹矢大会

サクランボを盗難から守る
さくらんぼ盗難防止パトロール出動式

美味しいサクランボを味わって 
さくらんぼ狩りセレモニー

豊かな自然を満喫
第20回青森県南部町ふくち里山あるき
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体いっぱいを使って町の魅力を紹介する児童手を繋ぎ、力を合わせ、笑顔で駆ける参加選手

町長にメッセージを伝達する工藤会長㊨サクランボの収穫体験をするウサさん㊧スニさん㊨

７月 11 日、町民体育館で南部町シニアスポー

ツ大会が行われ、町内の老人クラブ会員の 250

人が仲間との交流を深めました。

大会は、地区ごとにチーム分けされた６チーム

で競われ、参加者は箸やスプーン、ボールや風船

などを使った多彩な 10 種目に挑戦しました。

昨年に続く大会連覇を達成した名川 A チーム

（虎渡、上中町、荒町、桜町、上斗賀）の代表佐々

木政英さん（虎渡）は「楽しみながら、チーム一

丸となることができた」と笑顔で話しました。

剣吉小学校（坂本晴美校長）の 6 年生は町の魅

力をパンフレットにまとめ、７月 11 日～ 13 日に

修学旅行で訪れた函館市で PR 活動を行いました。

7 月 10 日、6 年生 17 人が役場本庁舎を訪れ、

パンフレットの完成を報告。児童の代表は、町特

産の果物や地域の祭り、遺跡などについて取り上

げた町のお薦めポイントを紹介し、高橋教育長と

佐々木副町長にパンフレットを手渡しました。

児童たちは「町の魅力をしっかり伝え、多くの人

に来てもらいたい」と PR 活動へ意気込みました。

７月６日、社会を明るくする運動の推進活動と

して、内閣総理大臣・青森県知事のメッセージ伝

達式が役場本庁舎で行われました。

八戸地区保護司会三戸分会の工藤智也会長が

「安全、安心な地域づくりのためには、非行や犯

罪、再犯の防止が大切です。様々な分野から多く

の方々に活動への参加をお願いします」とメッセ

ージを町へ伝達しました。工藤町長は「行政も一

体となって活動を支え、地域全体が明るくなるよ

うに努めていきたい」と話しました。

昨年、「アジアからの観光誘致推進協議会」

（田中久子会長）を通じて、当町に滞在したタイ

出身のウサ・スリヌアルさんが友人のスニ・チャ

ンカウさんを連れて、6月30日に再訪しました。

サクランボ農家の田中会長らの自宅に5日間滞

在し、農作業の手伝いを体験した二人は「町の人

はみんな優しく、楽しく活動できました。今度は

町の人たちにタイに来てもらいたい」と話し、田

中会長は「再訪に感動しています。国際交流の輪

を広げていきたい」と笑顔で応えていました。

TOWN TOPICS

安全安心な地域社会に向けて
第 68回社会を明るくする運動

国際交流深める農家民泊 
タイ出身の 2人が農家生活を満喫

スポーツを通じ交流深める 
第 12回南部町シニアスポーツ大会

町の魅力をパンフレットに 
剣吉小 6年生が修学旅行で町のPR活動
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其の４郷土菓子・スイーツ（1）

台北市教育局長官 ( 右 ) から
工藤町長への記念品の贈呈

さくらんぼ園地での記念撮影
実際に使う衣装を身にまとって

参加したえんぶり体験講座

南部町では、「安全・安心・健康」をキーワードに、食べる、飲む、使うことで達者（健康）に
なれるような農産加工品、お菓子、手工芸品などを「達者村認証産品」として認証しています。第
4 回目は、町内でとれた農産品を利用した郷土菓子・スイーツを紹介します。

さくらんぼの風味と酸
味をより一層味わえる
ように工夫に工夫を凝
らしたゼリーです。

干柿を練りこんだ白あ
んを、季節の風物詩で
ある干柿の形にアレン
ジしました。

甘露煮にした梅を丸ご
と一個、白あんで包み、
さらに饅

まんじゅう

頭の生地で包
んだ焼饅頭です。

健康食品であるリンゴ
をふんだんに使用した
ロールケーキです。

名岳堂
南部町上名久井下モ町 8
TEL： 0178-76-2220

名岳堂
南部町上名久井下モ町 8
TEL： 0178-76-2220

名岳堂
南部町上名久井下モ町 8
TEL： 0178-76-2220

さくらんぼゼリー

里柿

梅の精

りんごロール

熊谷菓子店
南部町平虚空蔵 5-2
TEL： 0178-76-2518

　

７
月
９
日
～
12
日
ま
で
の

３
泊
４
日
で
、
台
湾
の
松
山

高
級
工
農
職
業
学
校
の
一
行

が
、
全
体
で
２
週
間
に
渡
る

青
森
県
内
研
修
の
一
環
で
、

本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
は
、
同
校

の
生
徒
16
人
と
台
北
市
教
育

局
の
ス
タ
ッ
フ
や
教
諭
な
ど
、

合
わ
せ
て
20
人
が
参
加
。
生

徒
た
ち
は
、
達
者
村
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
連
絡
協
議
会
員
宅
に

農
家
民
泊
し
な
が
ら
、
各
農

家
で
の
農
作
業
体
験
や
、
名

久
井
農
業
高
校
と
の
交
流
、

福
田
上
え
ん
ぶ
り
組
の
指
導

に
よ
る
田
植
え
唄
の
実
演
な

ど
、
多
種
多
様
な
研
修
メ
ニ

ュ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
開
か
れ
た
離
村

式
で
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

農
家
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、

様
々
な
体
験
を
思
い
出
し
て

涙
を
流
す
生
徒
も
多
く
、
一

行
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

次
の
研
修
地
へ
旅
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

認証産品紹介コーナー
友～ったり　遊～っくり　農～んびり

台
湾
・
松
山
高
級
工
農
職
業
学
校
実
習
旅
行

南
部
町
・
達
者
村
で
の
研
修
で

　
　
　
　
　  

文
化
や
人
柄
に
触
れ
る
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問合せ
　南部町商工会　担当：出町
　TEL 0178-75-1133　
　FAX 0178-75-1131
　携帯 090-1063-9181

達者村買い物サービス車がお伺いします

お家の前で見て、買えて、注文もできます！

７月９日（月）より

達者村　買い物サービス運行予定表

移動販売の利用を
希望する方は

※天候などにより運行スケジュールが変更になる場合があります。
※買い物をされない場合も、ご意見、ご相談がありましたらお気軽にご相談ください。
※運行内容は随時見直していきます。

移動販売をスタートしました

お弁当 野菜
くだもの お魚 お肉 ジュース

調味料 雑貨 惣菜

月曜日（施設の巡回販売）
時間帯 販売場所

11：00 ぼたんの里

11：30
上中町公民館
（剣吉地区）

14：00 サポートハウス絆

15：00 ハピネス名川

15：40 おらんど館

火曜日
時間帯 販売場所

10：00～10：30 助川バス停付近

10：40～11：20 横沢地区

11：30～12：00 野場地区

13：30～14：00 鳥舌内七ツ役付近

14：20～14：40 大鳥谷集会所付近

14：50～15：10 鳥谷ふるさと館付近

15：20～17：00 おらんど館付近

木曜日
時間帯 販売場所

10：00～10：30 助川バス停付近

10：40～11：20 横沢地区

11：30～12：00 剣吉地区荒町

13：30～14：00 鳥舌内七ツ役付近

14：20～14：40 大鳥谷集会所付近

14：50～15：10 鳥谷ふるさと館付近

15：20～17：00 おらんど館付近

水曜日
時間帯 販売場所

10：00～10：30 向山団地内

10：40～11：20 森越団地内

11：30～12：00 埖渡研修館付近

13：00～13：30 椛木バス停付近

13：40～14：10 杉沢研修館付近

14：15～15：00 八幡の湯

15：10～15：35 剣吉地区上町

15：40～17：00 おらんど館

金曜日
時間帯 販売場所

10：00～10：30 向山団地内

10：40～11：20 森越団地内

11：30～12：00 剣吉山地区

13：00～13：30 椛木バス停付近

13：40～14：10 杉沢研修館付近

14：15～15：00 埖渡研修館付近

15：10～15：35 剣吉地区上町

15：40～17：00 おらんど館
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中学生の７割が異常判定 おいでよ！子育て支援センター

子育て通信

福地保育園　　　　　　　　☎ 0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分〜11時

８月10日　水あそび

８月17日　運動あそび

８月24日　砂あそび

８月31日　お誕生会

９月７日　保育園の子どもたち
　　　　　とあそぼう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

８月８・22・29 日
９月５日　

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

８月６・20・27 日　
９月３日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時〜12時

８月８日　シャボン玉あそび

８月22日　お誕生会

８月29日　おもちゃを作ろう

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時〜14時

８月７・９・21・23・28・30日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時〜11時

８月９日　うちわを作ろう

８月23日　裏山あそび、シャボン玉

８月30日　誕生茶話会

９月６日　大型絵本を楽しもう

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

８月 20・22・27・29 日
９月３・５日

子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。

子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、お気軽にご利用ください。

～若年生活習慣病予防健康診査～
　町では、若い世代の生活習慣病予防に取り
組んでおり、今年 4 月に中学 1・2 年生を対
象に血液検査と血圧測定を実施しました。
検査判定結果
　｢ 異常なし ｣　29.5%
　｢ 異常あり ｣　70.5％
検査項目別の ｢ 異常あり ｣ の割合（上位）
１、血液一般（多血・貧血）：43.6%
２、脂質異常：22.0%
３、糖代謝異常：21.6%
　また、血液検査の項目の中に、ヘモグロビ
ン A1c（糖尿病に関わりのある数値）があり
ますが、全体の 19.9% が異常値と判定された
ことから、約 5 人に 1 人は血糖値が高い状態
であることが分かります。
　以上のことから、子どものいる家庭はもち
ろん、町民の皆さんは、生活習慣病の予防を
心がけましょう。

食習慣から生活習慣病予防

  ○主食、主菜、副菜をそろえた栄養バランス
　  がよい食事をとる。
  ○規則正しく３食を食べる。
  ○間食などエネルギーを摂りすぎない。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談  実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

１歳６か月児健康診査 実施日：８月９日（木）　対象H28.12月～H29.1月生まれ 受付12時15分〜12時45分
２歳児歯科健康診査 実施日：８月23日（木）　対象H27.12月～H28.2月生まれ 受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談 実施日：８月28日（火）　対象H25.12月～H26.1月生まれ 受付13時00分～13時30分

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR・水痘 BCGは8月13日、9月10日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 全種類 BCGは8月8日、9月12日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日　9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　　9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　　9時～12時 B型肝炎

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ
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おわびと訂正
７月号９ページ「むし歯ゼロ 元気ななんぶっ子」

の児童の氏名に誤りがありました。訂正してお詫び
いたします。

誤　よない　えなみ  ちゃん

　　　↓
正　よない　えみな  ちゃん

くぼ　のえる  ちゃん

（福田）

ほそごえ　こう  くん

（埖渡）

ねいち　あらた  くん

（下名久井）

まつばら　れな  ちゃん

（福田）

にしだて　ゆあ  ちゃん

（平）

たかはし　くれあ  ちゃん

（小泉）

くどう　みのり  ちゃん

（下名久井）

おだぎり　じんりょう  くん

（苫米地）

あべ　りお  ちゃん

（福田）

かわもんぜん　しょう  くん

（平）

むとう　だいち  くん

（福田）

こいずみ　あつや  くん

（福田）

おがさわら　あこ  ちゃん

（杉沢）

いがらし　そよか  ちゃん

（杉沢）

にしむら　あおい  ちゃん

（平）

むし歯ゼロ
元気な

なんぶっ子 

７月５日
３歳児健診

青森県後期高齢者医療広域連合では、被保険
者の皆さんに、健康を維持しながら、いつまで
も健やかに過ごしていただきたいという願いを
込めて「いきいき健康づくりのために」という
パンフレットを作成しています。詳しくは健康
福祉課（健康センター）☎ 0178-76-3323 までお
問い合わせください。

いきいき健康づくりのために
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町内会長の号令に合わせ、スポーツ吹矢体操をする参加者

気
軽
に
集
ま
れ
る
場
で

元
気
に
、そ
し
て
笑
顔
に
。

参加前より元気に帰宅してほしい
　　　　　　　　虎渡町内会長　佐々木 秀樹  さん

高齢者の閉じこもり防止のほか、自分たちの地区 
は自分たちで元気にしていきたいと思い、集まれる 
場所づくりのために介護予防教室を始めました。

参加者には、教室に来る前より元気になって、笑 
顔で帰宅してほしいと思いますので、これからも
「互助」を合言葉に、参加者と一緒に教室を続
けていきたいです。

あなたの地区でも介護予防教室を
町では、教室の開催を希望する町内会と一緒になっ

て、地域の介護予防を推進していきます。
教室開催に必要な経費について町から委託料をお支

払いするほか、実施計画や書類の作成など町職員がお 
手伝いしますので、お気軽にお問い合わせください。 

問合せ先　地域包括支援センター（☎ 0178-76-2555）

　
　
　
　

齢
者
の
閉
じ
こ
も

　
　
　
　
　

り
を
防
ぎ
た
い
。
そ 

　
　
　
　
　

の
た
め
に
、
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た

い
。」
と
い
う
町
内
会
長
の
考
え

の
も
と
、
虎
渡
地
区
で
は
昨
年

度
か
ら
介
護
予
防
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
と
は
、
教
室
の

開
催
を
希
望
す
る
町
内
会
と
町
が

一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
介
護
予
防

を
推
進
す
る
た
め
に
開
く
も
の
で
、

会
場
の
手
配
や
参
加
者
の
募
集
、

当
日
の
進
行
な
ど
は
町
内
会
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

教
室
の
内
容
は
町
内
会
で
自

由
に
計
画
で
き
る
た
め
、
虎
渡
地

区
で
は
、
血
行
促
進
や
細
胞
の

活
性
化
な
ど
に
役
立
つ
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
体
操
の
ほ
か
、
小
学
生
の

学
習
ド
リ
ル
、
木
製
の
簡
単
な

工
作
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
で
き
る
認
知
症
予
防

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

体
操
な
ど
の
後
に
は
、
毎
回

参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
る

た
め
に
お
茶
会
を
設
け
て
い
る

ほ
か
、
年
に
数
回
は
会
食
を
お

こ
な
う
な
ど
、
地
域
の
人
が
一

人
で
も
多
く
介
護
予
防
教
室
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

虎
渡
地
区
の
介
護
予
防
教
室
で
は
、
町
内
会
長
が
や
さ
し

く
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
不
安
感
や
緊
張
感
を
や

わ
ら
げ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
高

佐藤  康子  さん
地域の人と、いろいろ
なお話をして楽しんで
います。

佐々木 章子  さん

参加者の
VOICE

みんなの元気な笑顔が
見られて、とても楽し
い教室です。

声
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適正 要注意 要受診

ＢＭＩ（※） 18.5〜24.9 25以上 −

血圧（mmHg） 129/84以下 130〜139/85〜89 140/90以上

LDLコレステロール（mg/dl） 120未満 120〜139 140以上

HDLコレステロール（mg/dl） 40以上 35〜39 34以下

中性脂肪（mg/dl） 150未満 150〜299 300以上

良い生活習慣を
続けましょう

生活習慣を
改善しましょう

医師の診断を
受けましょう

今月のテーマ：「循環器疾患」 ～南部町健康増進計画「第３次すこやか南部21」～

【問合せ】 健康福祉課（健康センター）
	 ☎ 0178-60-7100

◆循環器疾患とは
「心筋梗塞」「脳卒中」「大動脈瘤」「腎不全」などの疾患の総称で、原因として「動脈硬化」があげられま

す。動脈硬化を引き起こす危険因子は、「肥満」「高血圧症」「脂質異常症」「糖尿病」「喫煙」「ストレス・過
労」などです。

動脈硬化の危険因子に気づくためには、肥満・血圧・脂質・糖代謝などの検査数値や心電図の結果により、
現状を知ることです。年に１回は、必ず健診を受けましょう。

◆循環器疾患予防のポイント

◆検査数値で動脈硬化の危険度が分かります。
☆次の検査項目の数値を見ましょう。

◆脳血管疾患や心疾患の予防に取り組もう

私たち一人ひとりができること

みんなでできること

・年に１回は必ず健診を受けましょう。
・精密検査は必ず受けましょう。

（※）標準体重算定法
計算式：体重（kg）÷ 身長（m）
　　　　÷ 身長（m）
やせ（18.5未満）、標準（18.5〜25）、
肥満（25以上）

・生活習慣病予防に関する知識を得
　て、地域の仲間と健康づくりに取
　り組みましょう。
・若い世代から自分の健康に関心を
　持ち、家庭や学校、職場で生活習
　慣病予防に取り組みましょう。

減塩。 1日10ｇ未満を目指しましょう。
減塩のコツは、

　①だしの活用

　②酢やかんきつ類、しょうがなどの香味野菜

　　の活用

　③漬物・塩辛などは控える

　④みそ汁などは具だくさん

　⑤麺類の汁は残す　

　⑥しょう油やソースはかけずにつける、その他、

　　野菜などでのカリウム摂取もおすすめです

運動を１日に「プラス10分」
運動は、肥満解消・ストレス解消効果があります。

脱水に注意！
体内の水分量が低下すると血液中の粘度が増し血栓
ができやすくなります。

禁煙を！
たばこは、血圧・脂質を上昇させ、血管への負担を
増やすので、禁煙がおすすめです。

「すこやか南部」通信 パート4
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児童扶養手当は、父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生
活の安定と自立の促進に寄与することで、児童の福祉の増進を図るための制度です。

次のいずれかに該当している児童を監護している母、児童を監護し生計を同じくする父、父母に代わって児
童を養育している人（養育者）で、請求者、扶養義務者の所得が一定未満の場合に手当を受け取ることができ
ます。

なお、児童とは 18 歳に達する日以後、最初の３月 31 日までの間にある子どもを言います。また、児童に
中度以上の障がいがある場合は、20 歳未満まで手当が受けられます。

南部町老人クラブ連合会では、はらだクリニッ
ク理事長・原田英也氏を講師に迎え、ガン予防に
ついての講話会を開催します。

入場無料、申込不要で、誰でも参加すること
ができますので、お気軽にお越しください。

日時	 ８月 30 日（木）　15 時 ～16 時 30 分
会場	 ゆとりあ
講題	 「短命県返上へ！！がん検診の重要性」
問合せ	 南部町社会福祉協議会　
	 ☎ 0178-76-2662

健康センターでは、毎月定期的に健康相談を開催
しています。
開催日　８月 20 日（月）
時間　13時30分～17時、17時30分～18時30分
会場　健康センター２階　運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋肉量測定、血管年
　齢測定、骨密度測定、血圧測定、保健師・栄養
　士による健康相談、運動器具体験
※運動器具体験は要予約制。受付は 18 時までで、
　一人１回 30 分間まで。
問合せ　健康福祉課（健康センター）
	 ☎ 0178-60-7100

手当の月額
・児童1人の場合　月額42,500円
・児童2人の場合　月額52,540円
・第3子以降については、１人
　月額6,020円が加算されます。
※本人、配偶者または扶養義務者

の所得により、手当の一部また
は全部が支給停止となる場合が
あります。

手当の支給
手当の支給は４月・８月・12月に
請求者の口座に振り込まれます。

手続き
　新規申請については、いつでも申請受け付けています。認定者の人には８月１日から８月31日の期間
に、現況届の提出をお願いしています。受給資格の審査と前年の所得状況を確認するための届出であり、
所得超過で支給停止となっている人も提出が必要です。
　期間内に必要な書類を持参のうえ、下記窓口にて、必ず本人が手続きをしてください。

申請窓口
・健康福祉課（健康センター）子育て支援班	 ・福地サービス班（本庁舎）
・住民生活課（南部分庁舎）	 ・剣吉支所

対象児童
　ア）父母が婚姻を解消した児童（父母の同居解消後）

　イ）父または母が死亡した児童（遺族年金申請後）

　ウ）父または母が政令に定める障がいの状態（障がい等級

　　　の1級程度）にある児童

　エ）父または母の生死が明らかでない児童

　オ）父または母から1年以上遺棄されている児童

　カ）父または母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　キ）父または母が法令により引き続き1年以上拘禁されて

　　　いる児童

　ク）母が婚姻によらないで懐胎した児童

　ケ）その他、クに該当するか明らかでない児童

問合せ　健康福祉課（健康センター）子育て支援班　☎ 0178-60-7100

児童扶養手当の制度について

がん予防の講演会を開催します 達者 de 健康相談
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特別児童扶養手当とは、精神または身体に障がいを有する 20 歳未満の児童の福祉の増進を図るための
制度です。

精神または身体が中程度以上の障がいの状態にある 20 歳未満の児童を監護している父または母（所得
が高い人）、または父母にかわってその児童を養育している人で、請求者、扶養義務者の所得が一定未満
の場合に手当を受け取ることができます。

ただし、次のいずれかに該当するときは、認定請求することができません。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか。
国民年金の保険料を納めないままにしておくと、将来の老齢基礎年金や障害・遺族など事故が発生した

場合の年金が受けられないことがあります。
今年度の国民年金保険料は、１か月 16,340 円です。納めた保険料は全額が社会保険料控除の対象となり、

税金の負担が軽減されます。まだ納付していない人は、納付書をご用意のうえ金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストアの窓口で納付してください。また、納め忘れがなく、
納付の手間がかからない口座振替やクレジットカードによる納付も
できます。

経済的な理由で国民年金保険料を納めることが困難な人のため、
保険料の免除制度があります。50 歳未満の人や学生にも納付が猶予
される制度がありますので、ご利用してください。

手当の月額
　１級（重度障がい児）   1 人につき 51,700 円（月額）
　２級（中度障がい児）   1 人につき 34,430 円（月額）
　※本人、配偶者または扶養義務者の所得により、手当の
　　全部が支給停止となる場合があります。所得審査は
　　年 1 回行います。

手当の支給
　手当の支給は４月・８月・11 月に請求者の口座に振り
　込まれます。

手続き
　新規申請については、いつでも受け付けています。認定者の人には８月 13 日から９月 10 日の期間に、所
　得状況届の提出をお願いしています。受給資格の審査と前年の所得状況を確認するための届出であり、所得
　超過で支給停止となっている人も提出が必要です。期間内に必要な書類を持参のうえ、必ず本人が手続きを
　してください。

申請窓口
　・健康福祉課（健康センター）子育て支援班	 ・福地サービス班（本庁舎）
　・住民生活課（南部分庁舎）	 ・剣吉支所

・児童または請求者が日本に住んでいないとき
・児童が児童福祉施設など（保育所、通園施設等を除く）に入所しているとき
・児童が障がいを支給事由とする公的年金を受けることができるとき（障がい児福祉手当、児童手当、
　児童扶養手当との併給はできます。）

問合せ　健康福祉課（健康センター）子育て支援班　☎ 0178-60-7100

特別児童扶養手当の制度について

国民年金の納付はしっかりと 問合せ　八戸年金事務所　☎ 0178-43-7369
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区分 限度額
（世帯※1）

外来
（個人）

現役並み

課税所得145万円以上

57,600円
80,100円+

（医療費総額−267,000円）×1％

〈44,400円〉※2

一般
課税所得145万円未満

14,000円
年間上限
14.4万円

57,600円
〈44,400円〉※2

低所得Ⅱ
住民税非課税

8,000円

24,600円

低所得Ⅰ
住民税非課税

（所得が一定以下）
15,000円

区分 限度額
（世帯※1）

外来
（個人）

現役並みⅢ
課税所得690万円以上

252,600円+
（医療費総額−842,000円）×1％

〈140,100円〉※2

現役並みⅡ
課税所得380万円以上

167,400円+
（医療費総額−558,000円）×1％

〈93,000円〉※2

現役並みⅠ
課税所得145万円以上

80,100円+
（医療費総額−267,000円）×1％

〈44,400円〉※2

一般
課税所得145万円未満

18,000円
年間上限
14.4万円

57,600円
〈44,400円〉※2

低所得Ⅱ
住民税非課税

8,000円

24,600円

低所得Ⅰ
住民税非課税

（所得が一定以下）
15,000円

区分 70歳以上  ※2

現役並み

課税所得145万円以上

67万円

一般
課税所得145万円未満

※1
56万円

低所得Ⅱ
住民税非課税

31万円

低所得Ⅰ
住民税非課税

（所得が一定以下）
19万円  ※3

区分 70歳以上  ※2

現役並みⅢ
課税所得690万円以上

212万円

現役並みⅡ
課税所得380万円以上

141万円

現役並みⅠ
課税所得145万円以上

67万円

一般
課税所得145万円未満

※1
56万円

低所得Ⅱ
住民税非課税

31万円

低所得Ⅰ
住民税非課税

（所得が一定以下）
19万円  ※3

［参考］70歳未満 ※2

212万円

141万円

67万円

60万円

34万円

　８月から 70 歳以上の皆さんの高額療養費と高額介護合算療養費の上限額が下表のとおり変更になりました。
　詳細につきましては、健康福祉課（健康センター）☎ 0178-76-3323 までお問い合わせください。

高額療養費上限額の変更
高額療養費制度とは、ひと月の医療費が高額になった場合に、上限額を超えて支払った分を払い戻す制度です。
上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

高額介護合算療養費上限額の変更
高額介護合算制度とは、毎年８月１日から翌年７月 31 日までに支払った医療費の自己負担額と介護保険の自己負
担額を合算し、上限額を超えた分を払い戻す制度です。上限額は、個人または世帯の所得に応じて決まっています。

※1　同じ世帯で同じ保険者に属する者　
※2 〈    〉は、4回目の該当から負担額を抑える「多数回該当」

※1　収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合及び旧ただし書所得の合計額が210万円以下の場合も含む。
※2　対象世帯に 70 〜 74 歳と 70 歳未満が混在する場合、まず 70 〜 74 歳の自己負担合算額に限度額を適用した後、残る負担額と 70 歳未満の
　　 自己負担合算額を合わせた額に限度額を適用。
※3　介護サービス利用者が世帯内に複数いる場合は 31 万円。

〈 平成 30 年 7 月診療分まで 〉

〈 現行 （平成 30 年 7 月診療分まで） 〉 〈 平成 30 年 8 月診療分から 〉

〈 平成 30 年 8 月診療分から 〉

細分化+
上限引き上げ

据え置き

後期高齢者医療保険からのお知らせ
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≪今月の新 刊≫

雑誌のバックナンバーを差し上げます

夏季大会壮行式

体育祭を終えての集合写真

　町民図書室で貸し出している雑誌のバック
ナンバーを差し上げます。
※町民図書室で発行する利用カードが必要
　です。
期間　８月12日（日）～ ８月26日（日）
問合せ　名川中学校図書室１階（町民図書室）

※8月28日（火）・29日（水）は蔵書点検日のため休室

◆スタンフォード式  疲れない体
◆ママにはなれないパパ
◆ターシャ・テューダーへの道
◆不発弾
◆ライトマイファイア
◆新選組の料理人
◆六月の雪
◆雨と詩人と落花と
◆ざんねんな偉人伝
◆さわってごらん！よるの星

【図書蔵書検索システム】図書室の蔵書を検索できますので、ご活用ください。（URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/）

山田　知生　著
鈴木おさむ　著
食野　雅子　著
相場　英雄　著
伊東　　潤　著
門井　慶喜　著
乃南　アサ　著
葉室　　麟　著
真山　知幸　著
クリスティ・マシソン　著

本校は昭和36年に向・平良崎両中学校を統合して創設
され今年度56年目を迎えます。創設時から「文武両道」
をスローガンとし、その実現へ向け教育活動に取り組んで
います。

本校は少子化の影響により、平成27年度は各学年２ク
ラスでしたが、今年度は全ての学年が１クラスになりまし
た。そのため、様々な行事の見直しを図ってきました。体
育祭は、これまでクラス対抗で行っていましたが、学級を
２軍に分割し、縦割りで実施しました。また、合唱コン
クールは、コンクール形式ではなく、全校、学年による合
唱発表と吹奏楽部による演奏発表の２部構成とし、音楽祭
と名称を変えて実施しました。

少子化の影響は部活動にも及び、昨年度をもって女子ソ
フトテニス部は廃部、野球部が休部となりました。しか
し、文武両道の精神のもと生徒たちは熱心に部活に励み、
郡中学校体育大会夏季大会では男女剣道部、男子ソフトテ
ニス部、男子卓球部が団体優勝、男女バスケ部が３位、個
人戦でも入賞者多数と輝かしい成績を残しました。

今後も少子化の影響が見込まれますが、保護者・地域の
皆様のご支援とご協力を仰ぎ、特色ある教育活動を推進し
たいと考えております。

校長：田中　康文　　生徒数：109名

大きな変化の中で

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

休室日　 毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日
【問合せ】 名川中学校図書室１階　 ☎0178-76-3121

南部中学校
町の学校紹介　〜各校の特色ある教育〜
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町のイベント情報をお伝えします
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名川秋まつり  ９月８日（土）～10日（月）

南部ふるさと塾

南部町成人式

場所　剣吉地区
時間　14時～21時

【問合せ】史跡聖寿寺館跡案内所
　　　　　☎0179-23-4711

【問合せ】社会教育課（南部分庁舎）
　　　　　 TEL：0179-34-2132、FAX：0179-34-3127

９月８日（土）お通り
名川中学校ブラスバンドパレード
名久井農業高校パレード 
神社関係行列  
山車合同・自由運行 
お祭り広場（８日～10 日）

シリーズテーマ　南部前史と奥州南部氏の登場

心に残る成人式を自らの手で

　成人式実行委員を募集します

南部ふるさと塾では、南部藩発祥の地と言わ
れる南部町の歴史的魅力あふれる地域性を活か
し、郷土の歴史・伝統・文化を学習する場を提
供しています。南部地方の歴史分野に関連する
各分野の研究者を講師に招き、第 6 回にわたる
シリーズで開催します。

入場無料、申込不要でどなたでも参加できま
すので、お気軽にご来場ください。
【会場】楽楽ホール

期日　平成 31 年１月 13 日（日）
時間　13 時～ 15 時（受付 12 時～ 12 時 50 分）
会場　楽楽ホール
対象　平成 10 年４月２日から平成 11 年４月
　　　１日生まれの南部町在住者および町内
　　　中学校卒業者

　式典の企画などを担当職員と一緒に行います。今
年の１月に行われた成人式では９人の新成人が実行
委員として式典の企画準備に関わりました。
　一生に一度の思い出を一緒に作りましょう。
対象　平成 31 年成人式に出席される新成人
定員　12 名程度
申込方法　電話、FAX または E-mail（akiba-shingo
　@town. aomori-nanbu.lg.jp）等で住所・氏名・
　電話番号をお知らせください。
申込期限　８月 31 日（金）

第 1 回
　日時　９月１日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分
　講師　史跡聖寿寺館跡調査整備委員会委員長　
　　　　三浦圭介氏
　演題　古代後期の防禦性集落と南部の馬産集団
第 2 回
　日時　10 月 27 日（土）13 時 30 分～ 15 時
　講師　東北大学教授　柳原敏昭氏
　演題　糠部の成立と戸立の馬

９月９日（日）中日
消防パレード
幼年・少年消防クラブアトラクション
剣吉小、名久井小、名川南小学校
パレード
盛岡大学さんさ踊り

９月 10 日（月）お還り
名川中学校ブラスバンドパレード
神社関係行列
稚児行列
山車合同・自由運行

問合せ　商工観光課（本庁舎）☎ 0178-84-2119

南部町イベント情報
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試食をして感じた品質の特徴や違いをアンケート用紙に
記入する参加者

ジュノハートの販売に向けて

「原子力発電施設等研修」および「原子力関連技術研修」 受講生募集

～南部町ジュノハート生産者部会研修会～

７月12日、南部公民館で南部町ジュノハート
生産者部会研修会が行われ、同部会員をはじめと
した関係者ら30人が参加しました。

研修では、青森県総合販売戦略課の佐藤技師が
サクランボの新品種ジュノハートのブランド化に
向けた生産・販売についての県の全体戦略につい
て説明し、生産農家との共通理解のもと、ブラン
ド化に向けた取り組みを進めていくことを確認し
ました。

また、ジュノハートと紅秀峰の試食会が行わ
れ、参加者は食味や、色合い、大きさなどの特徴
の違いを吟味しました。

ジュノハートは、平成 31 年にプレデビュー 
（県内限定販売）、平成 32 年から全国販売される
予定です。

県では、原子力施設のメンテナンス業務に必要な資格や知識、技能を習得するための研修を開催します。

主な研修予定
　○酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習
　　開催日　９月７日（金）～9日（日）等
　　目的　原子力発電施設等において従事する上で
　　　必要となる資格取得のための知識を習得する。
　○現場実務体験研修
　　開催日　12月３日（月）～５日（水）
　　目的　原子力発電施設等で工事を施工する場合の
　　　機械の保修・メンテナンス作業に必要な書類作
　　　成および作業技術について、基礎知識・技能を
　　　習得する。

受講料　無料
研修場所
　青森原燃テクノロジーセンター（東北町）
　青森県量子科学センター（六ケ所村）　等

問合せ
　株式会社青森原燃テクノロジーセンター
　（研修委託先）
　TEL 0175-63-4671　FAX 0175-63-4681
　ホームページ　http://www.agtcinc.co.jp

8

9

9
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16
8

〜

〜
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
経年劣化していた町内の掲示板を撤去・更新し、新しい掲示板によって町内会の
情報を周知することで、町内会活動の活性化を図りました。（小波田第１町内会）
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若松
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常滑
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戸田
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平和島
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尼崎GⅢオールレディース 津GⅢオールレディース戸田
一般戦

鳴門ヴィーナスシリーズ
（薄暮）

多摩川GⅠ
ウェイキーカップ

桐生GⅠ
赤城雷神杯

桐生　マンスリー
BOATRACE杯

丸亀SGボートレース
メモリアル
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平和島一般戦
（薄暮）

若松
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9 September8 August

総合優勝制「ソフトボール大会」
６月 24 日、総合優勝制「ソフトボール大会」がふる

さと運動公園野球場を主会場に開催され、12 チームが
参加しました。

選手たちはチーム一丸となって熱い戦いを繰り広げ、
見事に「あかねチーム」が優勝を果たしました。

優　勝　あかね	 チーム

準優勝　剣　虎	 チーム

第三位　杉沢・沖通	 チーム

丸亀
一般戦

蒲郡
一般戦

蒲郡
一般戦
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行政相談・人権相談
期日　９月６日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎0179-34-2509

９・10月の休日窓口開設日
期日　９月１日（土）、15日（土）
　　　10月６日（土）、20日（土）
時間　８時15分〜12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の
　　　　交付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口
　を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成30年７月20日現在）

人　口　18,398人　（−25）
　男　　  8,742人　（−13）
　女　　  9,656人　（−12）　
世帯数　  7,488世帯（−10）

対先月比

読書のすすめ
「おはなし会」

ハートフルライブラリーの皆さ
んによる読み聞かせです。

事前申込みは必要ありません
が、未就学のお子さんは保護者同
伴でお越しください。
期日　８月26日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　町民図書室１階
　　　　☎0178-76-3121

夏の再生品提供

八戸リサイクルプラザでは不用
品となった備品を修理・再生して
展示しています。

この再生品を抽選で、当選した
方に低価格で提供します。
申込期間　
　８月18日（土）～26日（日）
申込方法　

八戸リサイクルプラザに備え付
けの申込用紙に必要事項を記入
し、提出してください。
※電話申込み、代理申し込みはで

きません。
※１人２品まで申込みできます。
引取期間　
　９月１日（土）～９日（日）
　引き取り時間は９時～16時
期間内に当選はがきと代金を持参
してください。
申込み・問合せ
　八戸リサイクルプラザ
　☎0178-70-2396

Ｊアラート配信訓練

　Ｊアラート（全国瞬時警報シス
テム）を使用した情報伝達試験を
行います。
　訓練当日は、防災行政無線から
実際に試験放送が流れますので、
ご理解とご協力をお願いします。
日時　８月29日（水）11時頃
※気象状況などにより訓練を中止
　する場合があります。

Ｊアラートとは

　震度５以上の緊急地震速報
や武力攻撃などの情報を、国が
人口衛星を通じて、防災行政無
線で皆さんにお伝えするシステ
ムです。

問合せ　総務課（本庁舎）
　　　　☎0178-84-2111

個人事業税について

　 個 人事 業 税は、 物品 販 売 業、
請 負 業、 不 動 産 貸付 業、 医 業、
理容業などの事業を営む個人に前
年中の所得をもとに課税される県
の税金です。
　８月上旬に送付される納税通知
書により、原則として８月と 11 月
の二期に分けて納めてください。
　今年度の第一期分の納期限は８
月 31 日（金）です。期限までにお
近くのコンビニエンストアや金融機
関などで納めてください。
問合せ　三八地域県民局県税部
　　　　課税第一課
　　　　☎ 0178-27-5111

広告
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有料広告募集
「広報なんぶちょう」
「町ホームページ」へ

の有料広告の掲載を
募集しています。詳しく
は総務課（本庁舎）☎
0178-84-2111までお
問い合わせください。

8 月16 日（木曜日）
南部町健康センター 9:00～12:00 
認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

寄付金目録を工藤町長へ手渡す夏堀
大司代表取締役

町民ゴルフ大会

期日　９月 16 日（日）
時間　９時 20 分スタート
場所　ニュー軽米カントリークラ
　ブ（岩手県軽米町）
申込期限　９月 7 日（金）
参加費　3,000 円
申込み　ゴルフ協会事務局へ電話
　またはＦＡＸでお申込みくだ
　さい。
問合せ　南部町体育協会なんぶ町
　ゴルフ協会事務局　河門前
　TEL：0179-23-0505　
　FAX：0179-23-0506

八戸航空基地祭

日時　９月 16 日（日）
　　　８時 30 分～ 15 時 30 分
場所　海上自衛隊八戸航空基地内
内容　会場基地内を開放し、展示
　飛行やステージイベントの他、
　様々なアトラクションが行われ
　ます。
※イベントは予告なく変更する場
　合がありますのでご了承くださ
　い。
問合せ　海上自衛隊第２航空群司
　令部広報室☎ 0178-28-3011
　（内線 2332）

公共下水道の整備について

町では、南部地区を対象に、生
活環境の改善および公共用水域の
保全を図るため、下水道の整備を
進めています。

今年度は、門前・沖田面地区に
おいて、管渠（下水管埋設）工事
および測量・調査を予定しており、
大向地区において舗装工事を予定
しています。

工事期間中は、工事箇所におい
て車両通行規制が行われます。

また、測量・調査の際は、皆さ
んの土地に立ち入り、場合により
聞き取り調査することがありま
す。

ご不便をおかけすることとなり
ますが、ご理解とご協力の程よろ
しくお願いします。
工事及び測量・調査期間　　
　平成 30 年９月上旬～
　平成 31 年３月下旬
　※工事期間等は概ねの目安で　
　　す。
問合せ　建設課（南部分庁舎）　
　下水道班☎ 0179-34-2518

後期高齢者医療被保険者
の皆さんへ

指定口座を変更する場合の届け出
のお願い

高額療養費等は、一度振込先の
口座登録をすると、情報が自動的に
引き継がれ、その都度登録手続き
をする必要はありません。

しかし、近年、過去に登録した口
座を変更（解約等）したにもかかわ
らず、変更の届け出をしないことに
より、振り込みができないケースが
増えています。一度登録した口座を
変更した場合は、必ず健康福祉課
（☎0178-76-3323）へ届け出する
ようお願いします。

事故にあったとき（第三者行為によ
る傷病届等について）

交通事故およびけんか等、第三
者の行為による負傷で、健康保険
による治療を受けたときには「第
三者行為による傷病届」を役場窓
口へ提出してください。

なお、詳細につきましては、健
康福祉課（☎0178-76-3323）ま
たは青森県後期高齢者医療広域連
合（☎017-721-3821）までお問
い合わせください。

広告 広告

あたたかい善意に感謝
　７月13日、本年度で創業100周年
を迎えた株式会社夏堀組（夏堀大司
代表取締役）から、町へ100万円を寄
付していただきました。町の財源とし
て大切に使わせていただきます。
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１．八戸地域広域市町村圏事務組合の議会についてお知らせします

議会は、予算や条例の審議、決算の認定などが会議される場で、定例会は３月、９月または 10 月、12 月
の年３回行われ、必要に応じて臨時会が開催されます。今年度は９月 28 日、12 月 21 日、平成 31 年３月 25
日を予定しており、場所は八戸市のユートリーです。議会はどなたでも傍聴することができます。

○議員名簿（平成 30 年４月１日現在）
　議員は、構成市町村長および各市町村議会から選出された議員等で構成され、定数は 30 人です。組合議会
の選挙により、議長には森園秀一議員（八戸市）、副議長には山口菊男議員（三戸町）が就任しています。

２．ごみ・し尿の処理状況をお知らせします
＜ごみ処理＞

八戸清掃工場では可燃ごみを、八戸リサイクルプラザでは不燃ごみ、粗大ごみおよび資源ごみを処理してい
ます。また、八戸リサイクルプラザでは家具などの再生品を提供したり、廃油からの石鹸作りなどのリサイク
ル体験も行っています。

＜し尿処理＞
八戸環境クリーンセンターでは、し尿・浄化槽汚泥の効率的、安定的な処理を行い、公共用水域の水質保全

と快適な生活環境の保全に努めています。

八戸市
久保百恵・岡田英・日當正男・高橋一馬・中村益則・田端文明・三浦博司・冷水保・森園秀一・
松橋知・豊田美好・大館恒夫・山名文世・古舘傳之助・寺地則行・五戸定博

三戸町 松尾和彦（町長）・山口菊男

五戸町 大久保均（副町長）・三浦專治郎

田子町 山本晴美（町長）・沢口博二

南部町 工藤祐直（町長）・山田賢司

階上町 浜谷豊美（町長）・郷州公典

新郷村 櫻井雅洋（村長）・滝沢仁

おいらせ町 成田隆（町長）・吉村敏文

　　　　　　　処理量
地域名　　　　　　　

可燃ごみ （t） 不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみ （t）

H28年度 H29年度 H28年度 H29年度

八戸市 68,522 68,052 13,392 13,156

南部町旧福地村地域 1,248 1,202 294 287

階上町 3,036 3,048 721 737

計 72,806 72,303 14,407 14,181

　　　　　　　処理量
地域名　　　　　　　

し尿 （kL） 浄化槽汚泥（kL）

H28年度 H29年度 H28年度 H29年度

八戸市 32,863 31,421 53,877 52,570

南部町旧福地村地域 593 550 2,840 2,779

階上町 2,668 2,636 5,236 5,068

計 36,125 34,608 61,953 60,417

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合議会事務局
　　　　☎ 0178-43-2145

問合せ　▶八戸清掃工場　☎ 0178-27-1351　▶八戸リサイクルプラザ　☎ 0178-70-2396 
　　　　▶八戸環境クリーンセンター　☎ 0178-28-1919

八戸地域広域市町村圏事務組合からのお知らせ
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青森県合同移住フェアに出展します 定例労働相談会を開催

日時　８月 20 日～ 11 月 26 日（全 12 回）
　　　16 時 30 分～ 17 時 30 分
受講料　6,800 円　※入館料別途

～ 体幹トレーニングで筋力アップ ～
日時　８月 22 日（水）、29 日（水）
　　　19 時～ 19 時 30 分
受講料　無料　※入館料別途

～ 水中ウォーキング運動で目指せ 900 ｍ ～
日時　８月 24 日（金）、31 日（金）　
　　　19 時 30 分 ～20 時
受講料　無料　※入館料別途

～ 初心者でも安心、水中運動 ～
日時　８月 24 日（金）、31 日（金）　
　　　11 時 ～11時 30 分
受講料　無料　※入館料別途

申込み　履歴書（写真添付）を持参または郵送にて、
　パーデパークまで提出してください。

★朝風呂営業　６～８時まで
（受付　７時 30 分まで）

★今月の休館日
８月 23 日（木）

★屋外プール　８月 26 日（日）　終了

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850

★足の水中運動

　臨時職員募集

★小学生水泳教室

★スロートレーニング＆スタビライゼーション

★エアロ 900 体験

業務内容 アイスアリーナ
維持管理 受付予約管理

募集人員 1名 2名

就業期間 9月1日から
今年度末まで

10月1日から
今年度末まで

勤務時間
8時～23時30分ま
でのうち7時間30
分勤務

8時～19時までの
うち7時間30分勤
務

待遇 日給 6,000円
社会保険有

日給6,000円
社会保険有

応募資格 ・元気でスポーツ好きな人
・土日祝祭日勤務できる人

募集期限 定員に達するまで随時受付

青森県では、首都圏から青森県への移住促進に
向けて、県の関係機関や市町村が参画・結集し、
青森県の「仕事」「暮らし」「住まい」など移住
に役立つ情報を一体的に提供する「青森県合同移
住フェア」を開催します。

三村知事のプレゼンテーション、先輩移住者
トーク、南部町も出展する個別相談会など盛りだ
くさんのプログラムをご用意し、本県へのUIJター
ンをお考えの人をサポートします。

首都圏在住の青森県出身者・南部町出身者の皆
さんのご来場をお待ちしています。
開催日時　８月25日（土）13時～17時
開催会場　サピアタワー ５階 サピアホール
　　　　  （東京都千代田区丸の内1-7-12）
申込み・問合せ
　青森県地域活力振興課移住・交流推進グループ
　☎017-734-9174　

個々の労働者と事業主との間に生じた労働問題
（解雇・賃金引下げ・長時間労働・パワハラなど）

についての相談会を下記の日程で開催します。

対象者　県内の労働者、事業主
相談員　青森県労働委員会委員
　※青森県労働委員会は労働問題について専門的
　　な知識を持つ委員で構成される青森県の行政
　　機関の一つ。
費用　無料
利用方法　随時受付 ( 事前予約の受付け可 )
問合せ　青森県労働委員会事務局　
　　　　☎ 017-734-9832

☆詳しくは、青森県移住・
　交流ポータルサイト
　「あおもり暮らし」を
　ご覧ください。

開催日 時間 場所

８月７日(火) 13時30分～15時30分 青 森 県 労 働 委
員会

（ 国 道 県 庁 向 
みどりやビル　
７階）

９月４日(火) 13時30分～15時30分

９月９日(日) 10時30分～12時30分

10月２日(火) 13時30分～15時30分

10月14日(日) 10時30分～12時30分 弘 前 文 化 セ ン
ター２階

10月21日(日) 10時30分～12時30分 ユートリー５階

10月28日(日) 10時30分～12時30分 青森県労働委員会
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剣吉駅前駐車場　利用者募集

防災行政無線調査のお知らせ

眼科 受付　　 14 時まで
初診者は 13 時まで

▲

８月８日(水)　13時30分～

▲

８月22日(水)　13時30分～

泌尿器科 要予約

先天性股関節脱臼検診の実施日

▲

８月６日(月)　13時～

▲

８月14日(火)　13時～

▲

８月20日(月)　13時～

▲

８月28日(火)　13時～

▲

８月15日（水）　受付13時〜13時20分
※当院整形外科医師が行います。

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

青森労災病院医師の診療日

南部町医療センターからの
お知らせ　☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況  （平成 30年６月16日〜平成30年７月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

サトウ錦 （サクランボ） 42,396 43,921 1,036 1,454
ジャンボ錦 （サクランボ） 1,895 1,154 609 892
南　陽  （サクランボ） 1,590 2,177 1,369 1,479
紅秀峰  （サクランボ） 6,713 11,342 1,689 1,817
サミット  （サクランボ） 4,764 4,185 878 1,292
豊　後 （梅） 440,826 60,875 138 271
八　助  （アンズ） 279,153 46,684 167 277
大　実  （アンズ） 13,612 2,188 161 296
山形３号  （アンズ） 28,869 4,126 143 227
大　石（プラム） 65,115 14,927 229 263
大　根 25,710 1,949 76 96
長　芋 57,868 11,242 194 334
にんにく 3,513 4,833 1,376 1,617
生にんにく 7,929 7,824 987 1,141
キャベツ 13,697 1,044 76 55
ね　ぎ 6,757 2,026 300 258
きゅうり 17,735 5,430 306 143
トマト 16,345 3,694 226 268
さやえんどう 1,979 1,496 756 717

●今月の休場日
８ 月５日（日）、12 日（日）、14 日（火）、15 日（水）、16 日（木）、
　　19 日（日）、22 日（水）、26 日（日）、29 日（水）
９ 月２日（日）、 ５ 日（水）、 ９ 日（日）、12 日（水）、16 日（日）、
　　17 日（月）、23 日（日）、24 日（月）、30 日（日）

編集後記
　自然災害の恐ろしさを痛感させられた「平
成 30 年７月豪雨」。決して事態を楽観視せ
ず、早めの避難行動を心がけることの大切
さを改めて感じました。【K】

募集区画　13区画
使用期間　契約日～平成31年３月31日
　　　　　（自動更新可）
使用料　月額3,140円
申込み　印鑑および車検証など駐車する自動
　車の車種・車両番号の確認できるものを持参
　してください。
問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

防災行政無線調査に伴い、８月〜 10 月末まで
委託業者が町内全域で作業を行います。ご理
解とご協力をお願いします。
問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

★熱中症予防のポイント　
　　部屋の温度をこまめにチェック
　　室温が 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を使う
　　のどが渇く前に水分補給、渇かなくてもこまめに水分補給
　　外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も
　　無理をせず、適度に休憩を
　　日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを
★熱中症の応急手当
　　涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
　　エアコンをつける、扇風機、うちわなどで風をあて、体を
　　冷やす
　　脇の下、太もものつけねなどを冷やす
　　飲めるようであれば水分を少しずつこまめに取らせる
★こんな時はためらわずに救急車を呼びましょう
　　自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動け
　　ない場合
　　意識がない（おかしい）、全身けいれんなどの症状がある
　　会話がおかしい、普段通りに歩けないなどの症状がある

問合せ　▶三戸消防署	 ☎ 0179-22-1140
　　　　▶三戸消防署名川分署	 ☎ 0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所	 ☎ 0178-84-2103

毎年、全国で多くの方が熱中症や熱中症疑いのため救急搬送され

ています。熱中症をしっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう！

熱中症予防して元気な夏を！

広報なんぶちょう　８月号27

関東地方で頑張る南部町出身の皆さんと交流を深めました。
【 関連記事は 35 ㌻に掲載 】

あ ら ま し 
▽ ６月定例会の主な議案と質疑　（28 ㌻～ 29 ㌻）

▽ 一般質問

	 ⇒	児童生徒が減少するが、今後は学校をどう運営するのか？（30 ㌻）

	 ⇒	「オガールプロジェクト」を参考にまちづくりを！（31 ㌻）

	 ⇒	ＨＡＣＣＰ（ハサップ）義務化に町はどう臨むのか？（32 ㌻）

	 ⇒	健康診断受診率の向上策は？（33 ㌻）

	 ⇒	町内小・中学校の通学路の安全は確保されているか？（33 ㌻）

▽ 第 81 回臨時会　（34 ㌻）

▽ 常任委員会の活動報告　（34 ㌻）

▽ 議会の活動報告、議会傍聴など　（35 ㌻）

なんぶ議会だより

第 53号
発行・編集

議会広報編集委員会

☎ 0178-84-2124

なんぶ
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◦ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

　◉  主な議案、議案に対する主な質疑（第 80 回定例会） 　◉  主な議案（第 80 回定例会）

を
南
部
町
内
に
移
転
し
た

企
業
に
対
し
、
固
定
資
産

税
を
３
年
間
優
遇
す
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
た
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

の
規
定
す
る
「
先
端
設
備

等
」
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
の
割
合
を
定
め
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　
　
な
お
、地
方
税
法
に「
零

以
上
２
分
の
１
以
内
で
減

額
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
南
部
町
で

は
町
内
の
中
小
企
業
を
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
３
年

間
「
零
」
に
減
免
す
る
こ

と
と
し
た
。

■
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
改
正

■
子
ど
も
医
療
費
給
付
条
例

の
制
定

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
所
得
税
法
の
一
部
改
正

及
び
「
青
森
県
乳
幼
児
は

つ
ら
つ
育
成
事
業
」
の
実

施
要
領
の
改
正
に
伴
い
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
及
び
制
定
を
行
っ
た
。

　
　
主
な
改
正
は
、
無
償
化

の
所
得
制
限
を
約
２
倍
に

拡
充
し
た
ほ
か
、
所
得
の

扶
養
控
除
に
つ
い
て
「
控

除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同

一
生
計
配
偶
者
」
に
、「
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
」
を

「
同
一
生
計
配
偶
者
の
う

ち
70
歳
以
上
の
者
」
に
改

め
た
。

　
　
な
お
、
町
単
独
事
業
の

「
小
学
生
か
ら
中
学
生
」

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
事

業
は
こ
れ
ま
で
町
の
「
要

綱
」で
運
用
し
て
い
た
が
、

10
月
か
ら
高
校
卒
業
相
当

ま
で
拡
充
す
る
に
あ
た

り
、
条
例
を
制
定
し
た
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
青
森
県
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
実
施

要
領
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
南
部
町
か
ら
住
所
を

移
し
て
県
外
の
病
院
や
施

設
に
入
院
・
入
所
し
て
い

た
町
民
は
、
こ
れ
ま
で
県

外
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
た
が
、
青
森

県
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
厚
生
労
働
省
の
基
準
省

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

学
童
保
育
の
支
援
員
の
資

格
を
、「
教
育
職
員
免
許

法
に
規
定
す
る
免
許
状
を

有
す
る
者
」
と
「
５
年
以

上
従
事
し
、
町
長
が
認
め

た
者
」
と
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
出
の
主
な
補
正
は
、

所
得
制
限
の
緩
和
に
伴
い
、

助
成
対
象
者
が
増
加
す
る

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

等
に
１
千
２
１
６
万
９
千

円
、
横
浜
市
栄
区
と

の
交
流
事
業
の
充
実
・

強
化
を
図
る
経
費
に

３
１
４
万
３
千
円
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
る
剣
吉
地
区
連
合
町
内

会
の
祭
り
提
灯
購
入
費
用

に
２
４
０
万
円
な
ど
。

　
　
歳
入
の
主
な
補
正
は
、

横
浜
市
栄
区
と
の
交
流
事

業
や
「
あ
お
も
り
鍋
自

慢
」
な
ど
に
対
す
る
県
補

助
金
８
５
１
万
９
千
円
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
４
３
０
万
円
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
千
２
８
５
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
０
１
億
６
千
２
８
５
万 

５
千
円
と
し
た
。

■
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特

■
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
の
制

定
▽
　
企
業
の
東
京
圏
、
中
部

圏
、
近
畿
圏
へ
の
集
中
を

是
正
す
る
た
め
、
地
域
再

生
計
画
に
基
づ
い
た
県
知

事
の
認
可
を
受
け
て
本
社

主
な
議
案

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▽
　
歳
出
の
主
な
補
正
は
、

地
域
の
介
護
・
医
療
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
住
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
と
し
て

32
万
円
な
ど
を
追
加
。

　
　
歳
入
の
主
な
補
正
は
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
用
に
対

す
る
国
・
県
の
負
担
分
18 

万
５
千
円
な
ど
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
24
万
７ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

27
億
２
千
７
２
４
万
７
千

円
と
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
福
地
・
南 

部
地
区
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
ー
機
器
）

▽
　
福
地
・
南
部
地
区
の
小

学
校
５
校
で
使
用
す
る
Ｐ

Ｃ
サ
ー
バ
５
台
、
パ
ソ
コ

ン
75
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
０
３
台
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
５

台
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
10

個
を
購
入
す
る
も
の
。

【
売
買
代
金
】

　
３
千
８
８
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー
　
代
表
取
締
役

　
葛
西
　
義
明
　
氏

■
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
国
会
が
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

【
陳
情
趣
旨
】　「
核
兵
器
禁 

止
条
約
」
が
国
連
加
盟
国

の
３
分
の
２
に
あ
た
る 

１
２
２
カ
国
の
賛
成
で

採
択
さ
れ
、
現
在
は
56

カ
国
が
署
名
し
て
い
る

が
、
日
本
は
署
名
し
て

い
な
い
。

　
　
日
本
は
世
界
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

こ
の
条
約
に
署
名
し
、

国
会
が
批
准
す
る
よ
う
、

国
に
対
す
る
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

審
査
を
付
託
、
審
査
結
果

は
「
採
択
」。

▽
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員

会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、賛
成
多
数
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き

あ
げ
と
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
の
実
現
、
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書

【
陳
情
趣
旨
】　
東
京
都
と

青
森
県
の
最
低
賃
金
に

は
２
２
０
円
の
格
差
が

あ
り
、
是
正
が
必
要
で

あ
る
。

　
　
合
せ
て
、
賃
上
げ
を

す
る
中
小
企
業
に
対
し
、

負
担
を
軽
減
す
る
措
置

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
国
の
責
任
に
お
い

て
実
施
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
ほ
し

い
。

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

審
査
を
付
託
、
審
査
結
果

は
「
採
択
」。

▽
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員

会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
子
ど
も
医
療
費
給

付
条
例
の
制
定

【
問
】　
子
育
て
支
援
に
対

し
て
異
論
は
な
い
が
、
保

護
者
が
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
の
医
療
費
の

給
付
に
関
し
、
納
税
の
平

等
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

対
処
の
仕
方
を
定
め
る
必

要
が
な
い
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　
条
例
の
趣
旨
か
ら
い
っ

て
、
税
金
の
滞
納
に
関
し

て
は
一
切
、
考
慮
し
て
い

な
い
。

　
　
た
だ
し
、
納
税
に
関

し
て
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
税
金
は
税
金
と
し
て

滞
納
整
理
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】　
対
象
者
を
決
め
る

基
準
と
な
る
所
得
制
限
が

倍
に
な
る
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
対
象
人
数
や

医
療
費
の
給
付
額
は
ど
の

程
度
に
増
え
る
の
か
。

（
山
田
賢
司
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　
就
学
前
の
医
療
費
で
は

１
５
０
人
増
で
、
給
付
費

は
２
６
８
万
５
千
円
の
増

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
小
学
校
か
ら
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
で
は
６
３
５

人
増
で
、
給
付
費
は

９
３
９
万
５
千
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

町の子ども医療費無償化事業

県の補助事業の就学前の乳幼児に対する医療費無償化
に加え、町は平成 24 年度から、小学生と中学生を対象に
町単独事業として医療費無償化事業を展開してきました。
また、平成 27 年８月からは、領収書を添付する申請が
必要な「償還払い」から、窓口で支払う必要のない「現
物給付」を実施しています。
さらなる子育て支援として、平成 30 年 10 月から、無
償化の範囲を高校卒業相当まで拡大して実施していきま
す。
なお、平成 29 年度には、1,146 人の子どもが事業を活
用し、町は約 3,500 万円を支出しています。

なんぶ議会だより

今
年
の
10
月
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
無
償

化
事
業
」
を
高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
た
め

の
新
条
例
を
可
決
。

第
80
回
南
部
町
議
会
定
例
会

　６
月
１
日 

～ 

６
月
７
日

　
第
80
回
定
例
会
に
は
、
陳
情
及
び
意
見
書
案
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、

平
成
30
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
他

条

　例

予

　算

陳

　情
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議
案
に
対
す
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を
南
部
町
内
に
移
転
し
た

企
業
に
対
し
、
固
定
資
産

税
を
３
年
間
優
遇
す
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
た
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

の
規
定
す
る
「
先
端
設
備

等
」
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
の
割
合
を
定
め
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　
　
な
お
、地
方
税
法
に「
零

以
上
２
分
の
１
以
内
で
減

額
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
南
部
町
で

は
町
内
の
中
小
企
業
を
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
３
年

間
「
零
」
に
減
免
す
る
こ

と
と
し
た
。

■
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
改
正

■
子
ど
も
医
療
費
給
付
条
例

の
制
定

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
所
得
税
法
の
一
部
改
正

及
び
「
青
森
県
乳
幼
児
は

つ
ら
つ
育
成
事
業
」
の
実

施
要
領
の
改
正
に
伴
い
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
及
び
制
定
を
行
っ
た
。

　
　
主
な
改
正
は
、
無
償
化

の
所
得
制
限
を
約
２
倍
に

拡
充
し
た
ほ
か
、
所
得
の

扶
養
控
除
に
つ
い
て
「
控

除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同

一
生
計
配
偶
者
」
に
、「
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
」
を

「
同
一
生
計
配
偶
者
の
う

ち
70
歳
以
上
の
者
」
に
改

め
た
。

　
　
な
お
、
町
単
独
事
業
の

「
小
学
生
か
ら
中
学
生
」

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
事

業
は
こ
れ
ま
で
町
の
「
要

綱
」で
運
用
し
て
い
た
が
、

10
月
か
ら
高
校
卒
業
相
当

ま
で
拡
充
す
る
に
あ
た

り
、
条
例
を
制
定
し
た
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
青
森
県
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
実
施

要
領
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
南
部
町
か
ら
住
所
を

移
し
て
県
外
の
病
院
や
施

設
に
入
院
・
入
所
し
て
い

た
町
民
は
、
こ
れ
ま
で
県

外
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
た
が
、
青
森

県
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
厚
生
労
働
省
の
基
準
省

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

学
童
保
育
の
支
援
員
の
資

格
を
、「
教
育
職
員
免
許

法
に
規
定
す
る
免
許
状
を

有
す
る
者
」
と
「
５
年
以

上
従
事
し
、
町
長
が
認
め

た
者
」
と
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
出
の
主
な
補
正
は
、

所
得
制
限
の
緩
和
に
伴
い
、

助
成
対
象
者
が
増
加
す
る

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

等
に
１
千
２
１
６
万
９
千

円
、
横
浜
市
栄
区
と

の
交
流
事
業
の
充
実
・

強
化
を
図
る
経
費
に

３
１
４
万
３
千
円
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
る
剣
吉
地
区
連
合
町
内

会
の
祭
り
提
灯
購
入
費
用

に
２
４
０
万
円
な
ど
。

　
　
歳
入
の
主
な
補
正
は
、

横
浜
市
栄
区
と
の
交
流
事

業
や
「
あ
お
も
り
鍋
自

慢
」
な
ど
に
対
す
る
県
補

助
金
８
５
１
万
９
千
円
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
４
３
０
万
円
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
千
２
８
５
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
０
１
億
６
千
２
８
５
万 

５
千
円
と
し
た
。

■
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特

■
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
の
制

定
▽
　
企
業
の
東
京
圏
、
中
部

圏
、
近
畿
圏
へ
の
集
中
を

是
正
す
る
た
め
、
地
域
再

生
計
画
に
基
づ
い
た
県
知

事
の
認
可
を
受
け
て
本
社

主
な
議
案

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▽
　
歳
出
の
主
な
補
正
は
、

地
域
の
介
護
・
医
療
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
住
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
と
し
て

32
万
円
な
ど
を
追
加
。

　
　
歳
入
の
主
な
補
正
は
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
用
に
対

す
る
国
・
県
の
負
担
分
18 

万
５
千
円
な
ど
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
24
万
７ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

27
億
２
千
７
２
４
万
７
千

円
と
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
福
地
・
南 

部
地
区
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
ー
機
器
）

▽
　
福
地
・
南
部
地
区
の
小

学
校
５
校
で
使
用
す
る
Ｐ

Ｃ
サ
ー
バ
５
台
、
パ
ソ
コ

ン
75
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
０
３
台
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
５

台
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
10

個
を
購
入
す
る
も
の
。

【
売
買
代
金
】

　
３
千
８
８
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー
　
代
表
取
締
役

　
葛
西
　
義
明
　
氏

■
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
国
会
が
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

【
陳
情
趣
旨
】　「
核
兵
器
禁 

止
条
約
」
が
国
連
加
盟
国

の
３
分
の
２
に
あ
た
る 

１
２
２
カ
国
の
賛
成
で

採
択
さ
れ
、
現
在
は
56

カ
国
が
署
名
し
て
い
る

が
、
日
本
は
署
名
し
て

い
な
い
。

　
　
日
本
は
世
界
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

こ
の
条
約
に
署
名
し
、

国
会
が
批
准
す
る
よ
う
、

国
に
対
す
る
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

審
査
を
付
託
、
審
査
結
果

は
「
採
択
」。

▽
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員

会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、賛
成
多
数
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き

あ
げ
と
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
の
実
現
、
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書

【
陳
情
趣
旨
】　
東
京
都
と

青
森
県
の
最
低
賃
金
に

は
２
２
０
円
の
格
差
が

あ
り
、
是
正
が
必
要
で

あ
る
。

　
　
合
せ
て
、
賃
上
げ
を

す
る
中
小
企
業
に
対
し
、

負
担
を
軽
減
す
る
措
置

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
国
の
責
任
に
お
い

て
実
施
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
ほ
し

い
。

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

審
査
を
付
託
、
審
査
結
果

は
「
採
択
」。

▽
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員

会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
子
ど
も
医
療
費
給

付
条
例
の
制
定

【
問
】　
子
育
て
支
援
に
対

し
て
異
論
は
な
い
が
、
保

護
者
が
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
の
医
療
費
の

給
付
に
関
し
、
納
税
の
平

等
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

対
処
の
仕
方
を
定
め
る
必

要
が
な
い
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　
条
例
の
趣
旨
か
ら
い
っ

て
、
税
金
の
滞
納
に
関
し

て
は
一
切
、
考
慮
し
て
い

な
い
。

　
　
た
だ
し
、
納
税
に
関

し
て
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
税
金
は
税
金
と
し
て

滞
納
整
理
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】　
対
象
者
を
決
め
る

基
準
と
な
る
所
得
制
限
が

倍
に
な
る
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
対
象
人
数
や

医
療
費
の
給
付
額
は
ど
の

程
度
に
増
え
る
の
か
。

（
山
田
賢
司
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　
就
学
前
の
医
療
費
で
は

１
５
０
人
増
で
、
給
付
費

は
２
６
８
万
５
千
円
の
増

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
小
学
校
か
ら
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
で
は
６
３
５

人
増
で
、
給
付
費
は

９
３
９
万
５
千
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

町の子ども医療費無償化事業

県の補助事業の就学前の乳幼児に対する医療費無償化
に加え、町は平成 24 年度から、小学生と中学生を対象に
町単独事業として医療費無償化事業を展開してきました。
また、平成 27 年８月からは、領収書を添付する申請が

必要な「償還払い」から、窓口で支払う必要のない「現
物給付」を実施しています。
さらなる子育て支援として、平成 30 年 10 月から、無

償化の範囲を高校卒業相当まで拡大して実施していきま
す。
なお、平成 29 年度には、1,146 人の子どもが事業を活

用し、町は約 3,500 万円を支出しています。

なんぶ議会だより

今
年
の
10
月
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
無
償

化
事
業
」
を
高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
た
め

の
新
条
例
を
可
決
。

第
80
回
南
部
町
議
会
定
例
会

　６
月
１
日 

～ 

６
月
７
日

　
第
80
回
定
例
会
に
は
、
陳
情
及
び
意
見
書
案
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、

平
成
30
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
他

条

　例

予

　算

陳

　情
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　◦　一　般　質　問　◦　一　般　質　問
質
　
問
　
町
立
の
小
・
中

学
校
の
生
徒
が
減
少
し
、

決
し
て
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
小
学
校
３
校

と
中
学
校
１
校
に
お
い
て

複
式
学
級
で
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
教
育
行
政

法
や
学
習
指
導
要
領
の
改

正
な
ど
、
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る

が
、
今
後
の
学
校
運
営
は

質
　

問
　

人

口

約

３
万
３
千
人
、
盛
岡
市
と

花
巻
市
の
中
間
に
位
置
す

る
岩
手
県
紫
波
町
の
紫
波

中
央
駅
を
出
る
と
、
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
読
書
を

す
る
ご
老
人
や
学
校
帰
り

の
子
ど
も
た
ち
、
休
憩
を

楽
し
む
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
大
勢
で
賑
わ
う
芝
生
広

場
を
一
望
で
き
る
。

　
そ
こ
は
、
オ
ガ
ー
ル
広

場
と
呼
ば
れ
、
両
側
に
は
、

役
場
庁
舎
や
保
育
園
、
図

書
館
、
産
直
、
学
習
塾
、

病
院
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
備
え
る

官
民
複
合
施
設
や
町
の
分

譲
住
宅
地
、
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
が
「
広
す
ぎ
ず
、
ち

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

か
、
次
の
こ
と
を
質
問
す

る
。

①
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る

小
規
模
校
運
営
に
よ
る
教

育
へ
の
影
響
は
。

②
次
期
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
、
小
学
校
の
英

語
教
育
の
取
り
組
み
は
。

③
生
徒
数
減
少
に
伴
う
環

境
整
備
や
学
校
の
統
廃
合

等
に
関
す
る
調
査
や
検
討

は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁
　
①
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が

届
き
、
き
め
細
か
な
指
導

ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
感
」

で
建
ち
並
ぶ
、
す
て
き
な

町
並
み
が
広
が
る
。

　
こ
れ
は
、「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば

れ
、
ま
さ
し
く
、
私
が
提

言
し
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
で
あ

る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス

ー
パ
ー
公
務
員
と
ス
ー
パ

ー
民
間
人
を
発
掘
し
、
補

助
金
に
頼
ら
な
い
新
し
い

公
民
連
携
の
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
事
業
の
立
役
者
た
ち
は
、

「
補
助
金
に
依
存
し
て
失

敗
す
る
公
共
開
発
事
業
は

自
治
体
財
政
を
長
期
に
わ

た
り
む
し
ば
み
、
採
算
が

と
れ
な
け
れ
ば
活
性
化
ど

こ
ろ
か
地
域
の
衰
退
を
加

速
す
る
こ
と
に
な
る
。」

と
言
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
、「
補
助

金
が
あ
る
か
ら
や
っ
て
み

る
。」、「
補
助
金
が
な
い

か
ら
や
ら
な
い
。」
な
ど
、

本
来
、
事
業
者
を
補
助
す

る
目
的
の
補
助
金
が
、
い

が
で
き
、
児
童
生
徒
相
互

の
人
間
関
係
が
深
ま
り
、

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

も
図
り
や
す
い
こ
と
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
集
団

で
多
様
な
考
え
方
を
し
、

切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
や
学
校
行
事
に

制
限
が
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
子
ど
も
一
人
あ

た
り
の
経
費
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
な
ど
保
護
者
の
負
担

も
大
き
く
な
り
、
中
学
校

が
複
式
学
級
に
な
る
と
全

教
科
の
教
員
を
配
置
で
き

な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童

生
徒
の
減
少
は
、
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
面
、

財
政
面
的
に
も
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
小
学
校
で
は
、
次
期
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

平
成
32
年
度
か
ら
外
国
語

つ
の
間
に
か
先
頭
を
走
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
、
例

外
な
く
失
敗
し
て
い
る
。

　
民
間
は
儲
け
る
こ
と
が

目
的
の
た
め
、
儲
か
り
も

し
な
い
事
業
を
公
共
が
率

先
し
て
実
施
し
て
も
誰
も

来
ず
、
し
っ
か
り
と
稼
げ

る
投
資
を
し
な
け
れ
ば
、

地
域
活
性
化
に
は
寄
与
し

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
南
部
町

と
同
規
模
の
紫
波
町
の
取

り
組
み
を
魅
力
的
に
感
じ

て
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、

こ
れ
ら
事
業
の
先
駆
者
の

取
り
組
み
を
参
考
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
や
方
向
性
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

町
長
答
弁
　
岩
手
県
紫
波

町
の
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
紫
波
中
央

駅
前
に
あ
っ
た
未
利
用
の

町
有
地
10
・
７
㌶
の
存
在

と
役
場
庁
舎
の
老
朽
化
に

よ
る
立
て
替
え
、
図
書
館

新
設
の
要
望
、
公
民
連
携

を
担
う
キ
ー
マ
ン
の
存
在
、

地
方
債
の
償
還
に
よ
る
財

政
問
題
、
東
洋
大
学
大
学

院
と
の
協
定
な
ど
が
き
っ

か
け
で
始
ま
っ
た
と
承
知

し
て
い
る
。

　
紫
波
町
で
は
、
町
有
地

を
活
用
し
て
必
要
な
公
共

施
設
の
整
備
と
民
間
に
よ

る
市
街
化
整
備
を
目
指
し
、

「
公
民
連
携
基
本
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。

　
南
部
町
が
抱
え
る
課
題

と
の
共
通
点
と
し
て
は
、

若
者
の
流
出
、
商
店
街
活

性
化
、
子
育
て
環
境
、
雇

用
確
保
が
挙
げ
ら
れ
、
課

題
解
決
に
は
公
民
連
携
の

手
法
が
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か

け
こ
そ
違
い
が
あ
る
が
、

南
部
町
で
は
、
第
２
次
南

部
町
総
合
振
興
計
画
を
基

本
と
し
て
、
町
民
が
住
み

続
け
ら
れ
、
幸
せ
を
実
感

し
、
未
来
に
希
望
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
補
助
金
の
話
し
も
あ
っ

た
が
、
ま
ず
は
「
町
民
の

要
望
が
あ
り
、
必
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
」
が
大
事

で
あ
り
、
次
に
「
使
え
る

補
助
金
は
使
い
、
町
の
負

担
を
少
な
く
し
て
将
来
の

財
政
を
健
全
に
し
て
い
く

こ
と
」
が
基
本
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
民

間
の
力
も
借
り
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
良
い
が
、
多
く

の
事
例
か
ら
、
成
功
の
み

な
ら
ず
、
失
敗
の
原
因
も

参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
当
町
の
名
川
中
学
校
周

辺
を
見
る
と
、
医
療
セ
ン

タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
、
歯
科

医
院
な
ど
が
あ
り
、
現
在
、

庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
る

場
所
は
そ
の
近
隣
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
と
ま
で
は
行
か

ず
と
も
、
そ
の
よ
う
な
エ

リ
ア
に
至
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
合
併

前
の
旧
町
村
の
こ
と
は
考

え
ず
に
、
合
併
後
の
南
部

町
全
体
の
将
来
を
見
据
え
、

施
設
や
機
能
の
集
約
化
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
合
併
前
の
そ

れ
ぞ
れ
の
姿
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
合
併
前
の
旧
町
村

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
徴

を
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
職
員
会
議
で
も
「
い
い

も
の
を
参
考
に
す
る
こ
と

は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
。」
と
話
し

て
い
る
。

　
た
だ
そ
れ
が
、
南
部
町

に
ど
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
し
、

逆
に
、
南
部
町
で
さ
ら
に

良
く
取
り
組
め
る
部
分
は

何
な
の
か
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

科
と
し
て
５
・
６
年
生
は

年
間
70
時
間
、
３
・
４
年

生
は
年
間
35
時
間
の
学
習

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
授
業
は
担
任
が
行
う
が
、

小
学
校
に
は
英
語
の
専
門

教
科
の
教
員
が
い
な
い
た

め
、
指
導
法
な
ど
の
研
修

を
受
け
て
授
業
を
行
う
こ

と
と
な
る
。

　
町
で
は
、
指
導
力
向
上

の
た
め
に
独
自
の
研
修
会

を
行
う
ほ
か
、
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
１

人
増
員
し
、
３
人
体
制
で

町
内
の
小
・
中
学
校
に
派

遣
し
て
い
る
。

③
「
公
立
小
学
校
・
中
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
に
関
す
る
手
引
」
は
、

６
学
級
以
下
の
小
学
校
と

３
学
級
以
下
の
中
学
校
は

統
合
を
検
討
す
べ
き
と
し

て
お
り
、
町
内
全
て
の
小

学
校
と
南
部
中
学
校
、
杉

沢
中
学
校
が
該
当
と
な
る
。

　
通
学
距
離
な
ど
の
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
と
し
て
の
学
校
の
適
正

配
置
の
考
え
方
を
整
理
し
、

住
民
や
保
護
者
を
交
え
て

の
議
論
な
ど
も
含
め
、
少

子
化
に
対
応
し
た
持
続
的

な
学
校
運
営
の
た
め
、小
・

中
学
校
の
統
廃
合
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

なんぶ議会だより

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一

　般

　質

　問

　
生
徒
数
が

減
少
し
て

い
る
学
校
の
今

後
の
運
営
は
。

　
持
続
可
能

な
運
営
の

た
め
、
学
校
の

統
廃
合
を
検
討

し
た
い
。

問　
岩
手
県
紫

波
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
参

考
に
。

問

答

　
成
功
例
も

失
敗
例
も

参
考
に
、
南
部

町
に
合
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

答

中舘  文雄  議員

杉沢小学校の２年生と３年生の複式授業の様子（教育民生常任委員会調査時）

夏堀  嘉一郎  議員
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　◦　一　般　質　問　◦　一　般　質　問
質
　
問
　
町
立
の
小
・
中

学
校
の
生
徒
が
減
少
し
、

決
し
て
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
小
学
校
３
校

と
中
学
校
１
校
に
お
い
て

複
式
学
級
で
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
教
育
行
政

法
や
学
習
指
導
要
領
の
改

正
な
ど
、
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る

が
、
今
後
の
学
校
運
営
は

質
　

問
　

人

口

約

３
万
３
千
人
、
盛
岡
市
と

花
巻
市
の
中
間
に
位
置
す

る
岩
手
県
紫
波
町
の
紫
波

中
央
駅
を
出
る
と
、
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
読
書
を

す
る
ご
老
人
や
学
校
帰
り

の
子
ど
も
た
ち
、
休
憩
を

楽
し
む
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
大
勢
で
賑
わ
う
芝
生
広

場
を
一
望
で
き
る
。

　
そ
こ
は
、
オ
ガ
ー
ル
広

場
と
呼
ば
れ
、
両
側
に
は
、

役
場
庁
舎
や
保
育
園
、
図

書
館
、
産
直
、
学
習
塾
、

病
院
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
備
え
る

官
民
複
合
施
設
や
町
の
分

譲
住
宅
地
、
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
が
「
広
す
ぎ
ず
、
ち

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

か
、
次
の
こ
と
を
質
問
す

る
。

①
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る

小
規
模
校
運
営
に
よ
る
教

育
へ
の
影
響
は
。

②
次
期
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
、
小
学
校
の
英

語
教
育
の
取
り
組
み
は
。

③
生
徒
数
減
少
に
伴
う
環

境
整
備
や
学
校
の
統
廃
合

等
に
関
す
る
調
査
や
検
討

は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁
　
①
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が

届
き
、
き
め
細
か
な
指
導

ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
感
」

で
建
ち
並
ぶ
、
す
て
き
な

町
並
み
が
広
が
る
。

　
こ
れ
は
、「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば

れ
、
ま
さ
し
く
、
私
が
提

言
し
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
で
あ

る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス

ー
パ
ー
公
務
員
と
ス
ー
パ

ー
民
間
人
を
発
掘
し
、
補

助
金
に
頼
ら
な
い
新
し
い

公
民
連
携
の
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
事
業
の
立
役
者
た
ち
は
、

「
補
助
金
に
依
存
し
て
失

敗
す
る
公
共
開
発
事
業
は

自
治
体
財
政
を
長
期
に
わ

た
り
む
し
ば
み
、
採
算
が

と
れ
な
け
れ
ば
活
性
化
ど

こ
ろ
か
地
域
の
衰
退
を
加

速
す
る
こ
と
に
な
る
。」

と
言
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
、「
補
助

金
が
あ
る
か
ら
や
っ
て
み

る
。」、「
補
助
金
が
な
い

か
ら
や
ら
な
い
。」
な
ど
、

本
来
、
事
業
者
を
補
助
す

る
目
的
の
補
助
金
が
、
い

が
で
き
、
児
童
生
徒
相
互

の
人
間
関
係
が
深
ま
り
、

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

も
図
り
や
す
い
こ
と
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
集
団

で
多
様
な
考
え
方
を
し
、

切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
や
学
校
行
事
に

制
限
が
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
子
ど
も
一
人
あ

た
り
の
経
費
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
な
ど
保
護
者
の
負
担

も
大
き
く
な
り
、
中
学
校

が
複
式
学
級
に
な
る
と
全

教
科
の
教
員
を
配
置
で
き

な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童

生
徒
の
減
少
は
、
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
面
、

財
政
面
的
に
も
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
小
学
校
で
は
、
次
期
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

平
成
32
年
度
か
ら
外
国
語

つ
の
間
に
か
先
頭
を
走
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
、
例

外
な
く
失
敗
し
て
い
る
。

　
民
間
は
儲
け
る
こ
と
が

目
的
の
た
め
、
儲
か
り
も

し
な
い
事
業
を
公
共
が
率

先
し
て
実
施
し
て
も
誰
も

来
ず
、
し
っ
か
り
と
稼
げ

る
投
資
を
し
な
け
れ
ば
、

地
域
活
性
化
に
は
寄
与
し

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
南
部
町

と
同
規
模
の
紫
波
町
の
取

り
組
み
を
魅
力
的
に
感
じ

て
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、

こ
れ
ら
事
業
の
先
駆
者
の

取
り
組
み
を
参
考
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
や
方
向
性
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

町
長
答
弁
　
岩
手
県
紫
波

町
の
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
紫
波
中
央

駅
前
に
あ
っ
た
未
利
用
の

町
有
地
10
・
７
㌶
の
存
在

と
役
場
庁
舎
の
老
朽
化
に

よ
る
立
て
替
え
、
図
書
館

新
設
の
要
望
、
公
民
連
携

を
担
う
キ
ー
マ
ン
の
存
在
、

地
方
債
の
償
還
に
よ
る
財

政
問
題
、
東
洋
大
学
大
学

院
と
の
協
定
な
ど
が
き
っ

か
け
で
始
ま
っ
た
と
承
知

し
て
い
る
。

　
紫
波
町
で
は
、
町
有
地

を
活
用
し
て
必
要
な
公
共

施
設
の
整
備
と
民
間
に
よ

る
市
街
化
整
備
を
目
指
し
、

「
公
民
連
携
基
本
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。

　
南
部
町
が
抱
え
る
課
題

と
の
共
通
点
と
し
て
は
、

若
者
の
流
出
、
商
店
街
活

性
化
、
子
育
て
環
境
、
雇

用
確
保
が
挙
げ
ら
れ
、
課

題
解
決
に
は
公
民
連
携
の

手
法
が
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か

け
こ
そ
違
い
が
あ
る
が
、

南
部
町
で
は
、
第
２
次
南

部
町
総
合
振
興
計
画
を
基

本
と
し
て
、
町
民
が
住
み

続
け
ら
れ
、
幸
せ
を
実
感

し
、
未
来
に
希
望
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
補
助
金
の
話
し
も
あ
っ

た
が
、
ま
ず
は
「
町
民
の

要
望
が
あ
り
、
必
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
」
が
大
事

で
あ
り
、
次
に
「
使
え
る

補
助
金
は
使
い
、
町
の
負

担
を
少
な
く
し
て
将
来
の

財
政
を
健
全
に
し
て
い
く

こ
と
」
が
基
本
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
民

間
の
力
も
借
り
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
良
い
が
、
多
く

の
事
例
か
ら
、
成
功
の
み

な
ら
ず
、
失
敗
の
原
因
も

参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
当
町
の
名
川
中
学
校
周

辺
を
見
る
と
、
医
療
セ
ン

タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
、
歯
科

医
院
な
ど
が
あ
り
、
現
在
、

庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
る

場
所
は
そ
の
近
隣
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
と
ま
で
は
行
か

ず
と
も
、
そ
の
よ
う
な
エ

リ
ア
に
至
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
合
併

前
の
旧
町
村
の
こ
と
は
考

え
ず
に
、
合
併
後
の
南
部

町
全
体
の
将
来
を
見
据
え
、

施
設
や
機
能
の
集
約
化
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
合
併
前
の
そ

れ
ぞ
れ
の
姿
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
合
併
前
の
旧
町
村

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
徴

を
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
職
員
会
議
で
も
「
い
い

も
の
を
参
考
に
す
る
こ
と

は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
。」
と
話
し

て
い
る
。

　
た
だ
そ
れ
が
、
南
部
町

に
ど
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
し
、

逆
に
、
南
部
町
で
さ
ら
に

良
く
取
り
組
め
る
部
分
は

何
な
の
か
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

科
と
し
て
５
・
６
年
生
は

年
間
70
時
間
、
３
・
４
年

生
は
年
間
35
時
間
の
学
習

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
授
業
は
担
任
が
行
う
が
、

小
学
校
に
は
英
語
の
専
門

教
科
の
教
員
が
い
な
い
た

め
、
指
導
法
な
ど
の
研
修

を
受
け
て
授
業
を
行
う
こ

と
と
な
る
。

　
町
で
は
、
指
導
力
向
上

の
た
め
に
独
自
の
研
修
会

を
行
う
ほ
か
、
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
１

人
増
員
し
、
３
人
体
制
で

町
内
の
小
・
中
学
校
に
派

遣
し
て
い
る
。

③
「
公
立
小
学
校
・
中
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
に
関
す
る
手
引
」
は
、

６
学
級
以
下
の
小
学
校
と

３
学
級
以
下
の
中
学
校
は

統
合
を
検
討
す
べ
き
と
し

て
お
り
、
町
内
全
て
の
小

学
校
と
南
部
中
学
校
、
杉

沢
中
学
校
が
該
当
と
な
る
。

　
通
学
距
離
な
ど
の
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
と
し
て
の
学
校
の
適
正

配
置
の
考
え
方
を
整
理
し
、

住
民
や
保
護
者
を
交
え
て

の
議
論
な
ど
も
含
め
、
少

子
化
に
対
応
し
た
持
続
的

な
学
校
運
営
の
た
め
、小
・

中
学
校
の
統
廃
合
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

なんぶ議会だより

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一

　般

　質

　問

　
生
徒
数
が

減
少
し
て

い
る
学
校
の
今

後
の
運
営
は
。

　
持
続
可
能

な
運
営
の

た
め
、
学
校
の

統
廃
合
を
検
討

し
た
い
。

問　
岩
手
県
紫

波
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
参

考
に
。

問

答

　
成
功
例
も

失
敗
例
も

参
考
に
、
南
部

町
に
合
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

答

中舘  文雄  議員

杉沢小学校の２年生と３年生の複式授業の様子（教育民生常任委員会調査時）

夏堀  嘉一郎  議員
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　◦　一　般　質　問　◦　一　般　質　問
質
　
問
　
国
は
、
今
回
の

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）

の
義
務
化
に
向
け
て
動
き

出
し
た
が
、
こ
れ
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
中
心
と
す
る
自
由

貿
易
の
推
進
を
背
景
と

し
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
と
し
た
流
れ
で
あ
る
と

理
解
す
る
。

　
最
終
的
な
基
準
等
は
不

明
だ
が
、
町
の
農
産
物
加

工
・
販
売
や
原
材
料
と
し

て
の
提
供
、
農
家
民
泊
や

飲
食
店
で
の
食
事
提
供
な

ど
、
衛
生
管
理
や
営
業
許

可
の
あ
り
方
な
ど
、
種
々

の
方
向
か
ら
そ
の
影
響
は

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
全
国
的
な
各
自
治
体
の

課
題
と
し
て
は
、
制
度
の

理
解
や
知
識
、
人
材
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
臨
む
の
か
。

町
長
答
弁
　
ハ
サ
ッ
プ
の

制
度
化
で
は
、
大
企
業
の

み
な
ら
ず
、
個
人
経
営
な

ど
、
全
て
の
食
品
製
造
・

加
工
業
者
、
飲
食
店
に
お

い
て
認
証
が
義
務
化
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
農
産
物
の
加
工
・
販
売

に
関
す
る
基
準
は
、今
後
、

県
が
決
定
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
小
規
模
な
加
工
施

設
は
基
準
が
低
く
設
定
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
農
家
民
泊
時
の
食
事
提

供
は
、
自
炊
や
農
家
等
と

の
共
同
調
理
で
あ
る
た

め
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

く
許
可
が
不
要
で
、
ハ
サ

ッ
プ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理

に
は
該
当
し
な
い
。

　
ハ
サ
ッ
プ
の
導
入
は
、

従
業
員
の
意
識
や
顧
客
の

信
頼
度
が
向
上
す
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

制
度
が
複
雑
で
あ
り
、
町

内
の
飲
食
店
な
ど
の
事
業

者
が
行
う
こ
と
は
大
変
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
ハ
サ
ッ
プ
に
つ

い
て
の
説
明
会
や
個
別
相

談
を
青
森
県
商
工
会
連
合

会
が
開
催
し
て
い
る
が
、

町
に
お
い
て
も
、
制
度
の

詳
細
が
判
明
し
次
第
、
町

商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問
　
石
巻
市
大
川
小

学
校
「
津
波
事
故
訴
訟
」

の
控
訴
審
判
決
で
は
、
市

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の

依
存
と
信
頼
性
を
否
定

し
、「
校
長
ら
が
平
均
的

な
知
識
を
上
回
る
防
災
知

見
を
得
て
、
適
切
な
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
べ
き

で
あ
っ
た
」と
言
及
し
た
。

　
こ
の
判
決
が
最
終
的
に

ど
う
結
審
す
る
か
は
未
定

だ
が
、
控
訴
途
中
で
こ
の

よ
う
な
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
深
く
共
感
す
る
。

　
そ
こ
で
、
町
の
所
見
と

防
災
計
画
の
改
善
、
見
直

し
の
考
え
方
を
問
う
。

町
長
答
弁
　
個
別
の
事
案

で
あ
る
た
め
、
訴
訟
に
対

す
る
所
見
は
差
し
控
え
る

が
、
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
の
は
町
の
責
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
県
が
今
年
度
の

公
表
を
目
指
し
て
、
馬
淵

川
の
河
川
改
修
事
業
の
効

果
を
検
証
し
、
浸
水
区
域

の
精
度
を
高
め
る
作
業
中

で
あ
り
、
町
は
県
の
公
表

結
果
に
合
せ
て
、
町
の
防

災
計
画
も
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
基
礎
デ
ー
タ
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
に
応
じ
、
計
画
を

改
善
し
、
見
直
す
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
ず
、

見
直
し
後
の
周
知
徹
底
と

訓
練
に
よ
る
定
着
で
、
防

災
力
を
高
め
て
い
き
た

い
。

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは

　食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物
混入等の危害要因を把握し、原材料の入荷
から製品の出荷に至る全工程の中で、それ
らの危害要因を除去又は低減させるために
特に重要な工程を管理し、製品の安全性を
確保しようとする手法のことです。

質
　
問
　
町
の
平
成
28
年

度
の
特
定
健
診
受
診
率
は

男
女
と
も
に
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
若
年
層

の
受
診
率
は
低
く
な
っ
て

い
る
。

　
町
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
健
診
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
が
、
国

民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
住

民
の
健
診
の
状
況
な
ど
、

次
の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
国
民
健
康
保
険
以
外
の

社
会
保
険
等
に
加
入
す
る

町
民
の
健
診
受
診
率
。

②
乳
幼
児
、
義
務
教
育
を

除
く
39
歳
以
下
の
町
民
の

健
康
診
断
受
診
率
。

③
49
歳
以
下
の
受
診
率
向

上
の
取
り
組
み
。

町
長
答
弁
　「
国
民
健
康

保
険
」「
船
員
保
険
」「
共

済
保
険
」
な
ど
の
各
種
医

療
保
険
者
に
は
、
40
歳
以

上
の
被
保
険
者（
加
入
者
）

に
対
す
る
「
特
定
健
康
診

査
」
の
実
施
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
　

　
な
お
、
南
部
町
の
国
民

健
康
保
険
で
は
、
町
独
自

に
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の

被
保
険
者
を
特
定
健
康
診

査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

①
町
で
は
、
町
が
保
険
者

で
あ
る
国
民
健
康
保
険
以

外
に
加
入
し
て
い
る
方
の

健
診
な
ど
の
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
国
の
公

表
で
は
、
市
町
村
国
保
よ

り
、
そ
れ
以
外
の
各
種
社

会
保
険
の
受
診
率
の
方
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

②
町
の
国
民
健
康
被
保
険

者
の
30
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

平
成
25
年
度
が
14
・
８
％

だ
っ
た
が
、
平
成
28
年
度

は
21
・
９
％
と
増
加
し
て

き
て
い
る
。

③
町
で
は
現
在
、
40
代
・

50
代
の
壮
年
期
の
方
の
受

診
率
向
上
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　
壮
年
期
で
未
受
診
の
方

に
は
電
話
で
受
診
勧
奨
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
八
戸
市
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー
に
て
「
国
保
人
間

ド
ッ
ク
」
が
受
診
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
は
、
町
内
の
医
療
機
関

な
ど
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

特定健康診査とは
　日本人の死亡原因の５割を超える
生活習慣病の予防のため、40 歳から
74 歳までの方を対象に、メタボリッ
クシンドロームに着目した健康診査
を行うことです。

質
　
問
　
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
は
、
児
童
生
徒
が
通
学

中
に
交
通
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
る
多
く
の
事
件
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
通
学
の
た
め
、
次

の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
町
内
小
・
中
学
生
の
通

学
方
法
の
実
情
。

②
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

把
握
方
法
と
そ
の
対
策
。

③
下
校
時
間
帯
に
お
け
る

防
犯
灯
の
整
備
。

教
育
長
答
弁
　
昨
今
、
児

童
生
徒
の
通
学
中
の
交
通

事
故
な
ど
が
全
国
的
に
多

発
し
て
お
り
、
学
校
の
あ

る
地
域
の
道
路
事
情
や
交

通
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
て

安
全
確
保
対
策
に
努
め
て

い
る
。

①
主
に
徒
歩
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
多
目
的
バ
ス
、
中

学
生
に
お
い
て
は
許
可
制

の
自
転
車
で
あ
る
が
、
最

近
は
保
護
者
の
自
家
用
車

に
よ
る
通
学
も
あ
る
。

②
平
成
27
年
２
月
に
示
さ

れ
た
南
部
町
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
南
部
町
通
学
路
安
全

推
進
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。

　
点
検
に
よ
り
対
策
が
必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
で
は
、

道
路
、
川
、
橋
、
た
め
池

な
ど
の
危
険
箇
所
の
現
地

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

③
保
護
者
や
学
校
か
ら
整

備
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
建
設
課
と
協
議
を
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
交
通
安
全
の
徹
底
を
呼

び
か
け
、
子
ど
も
た
ち
が

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

なんぶ議会だより

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
義
務

化
に
町
は
ど
う

臨
む
の
か
。

　
特
に
飲
食

店
等
へ
の

影
響
が
強
い
た

め
、
商
工
会
と

連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
。

　
町
の
防
災

計
画
は
信

頼
で
き
る
も
の

で
あ
る
か
。

　
改
善
と
見

直
し
、
周

知
と
訓
練
で
の

定
着
で
防
災
力

を
高
め
た
い
。

問

答

問

答

　
健
康
診
断

受
診
率
の

向
上
を
。

　
壮
年
期
の

受
診
率
向

上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
強

化
し
た
い
。

問

答

　
子
ど
も
た

ち
の
通
学

は
安
全
か
。

問

　
学
校
が
あ

る
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ

た
安
全
確
保
対

策
に
努
め
て
い

る
。 答

 馬淵川中流浸水想定区域図について

川守田  稔  議員松本  啓吾  議員

久保  利樹  議員

交通安全運動の様子（向小学校前）

平成28年度に全世帯へ配布した
町の防災マップ 	（馬淵川中流域	
浸水区域図の抜粋）
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　◦　一　般　質　問　◦　一　般　質　問
質
　
問
　
国
は
、
今
回
の

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）

の
義
務
化
に
向
け
て
動
き

出
し
た
が
、
こ
れ
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
中
心
と
す
る
自
由

貿
易
の
推
進
を
背
景
と

し
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
と
し
た
流
れ
で
あ
る
と

理
解
す
る
。

　
最
終
的
な
基
準
等
は
不

明
だ
が
、
町
の
農
産
物
加

工
・
販
売
や
原
材
料
と
し

て
の
提
供
、
農
家
民
泊
や

飲
食
店
で
の
食
事
提
供
な

ど
、
衛
生
管
理
や
営
業
許

可
の
あ
り
方
な
ど
、
種
々

の
方
向
か
ら
そ
の
影
響
は

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
全
国
的
な
各
自
治
体
の

課
題
と
し
て
は
、
制
度
の

理
解
や
知
識
、
人
材
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
臨
む
の
か
。

町
長
答
弁
　
ハ
サ
ッ
プ
の

制
度
化
で
は
、
大
企
業
の

み
な
ら
ず
、
個
人
経
営
な

ど
、
全
て
の
食
品
製
造
・

加
工
業
者
、
飲
食
店
に
お

い
て
認
証
が
義
務
化
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
農
産
物
の
加
工
・
販
売

に
関
す
る
基
準
は
、今
後
、

県
が
決
定
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
小
規
模
な
加
工
施

設
は
基
準
が
低
く
設
定
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
農
家
民
泊
時
の
食
事
提

供
は
、
自
炊
や
農
家
等
と

の
共
同
調
理
で
あ
る
た

め
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

く
許
可
が
不
要
で
、
ハ
サ

ッ
プ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理

に
は
該
当
し
な
い
。

　
ハ
サ
ッ
プ
の
導
入
は
、

従
業
員
の
意
識
や
顧
客
の

信
頼
度
が
向
上
す
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

制
度
が
複
雑
で
あ
り
、
町

内
の
飲
食
店
な
ど
の
事
業

者
が
行
う
こ
と
は
大
変
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
ハ
サ
ッ
プ
に
つ

い
て
の
説
明
会
や
個
別
相

談
を
青
森
県
商
工
会
連
合

会
が
開
催
し
て
い
る
が
、

町
に
お
い
て
も
、
制
度
の

詳
細
が
判
明
し
次
第
、
町

商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問
　
石
巻
市
大
川
小

学
校
「
津
波
事
故
訴
訟
」

の
控
訴
審
判
決
で
は
、
市

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の

依
存
と
信
頼
性
を
否
定

し
、「
校
長
ら
が
平
均
的

な
知
識
を
上
回
る
防
災
知

見
を
得
て
、
適
切
な
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
べ
き

で
あ
っ
た
」と
言
及
し
た
。

　
こ
の
判
決
が
最
終
的
に

ど
う
結
審
す
る
か
は
未
定

だ
が
、
控
訴
途
中
で
こ
の

よ
う
な
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
深
く
共
感
す
る
。

　
そ
こ
で
、
町
の
所
見
と

防
災
計
画
の
改
善
、
見
直

し
の
考
え
方
を
問
う
。

町
長
答
弁
　
個
別
の
事
案

で
あ
る
た
め
、
訴
訟
に
対

す
る
所
見
は
差
し
控
え
る

が
、
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
の
は
町
の
責
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
県
が
今
年
度
の

公
表
を
目
指
し
て
、
馬
淵

川
の
河
川
改
修
事
業
の
効

果
を
検
証
し
、
浸
水
区
域

の
精
度
を
高
め
る
作
業
中

で
あ
り
、
町
は
県
の
公
表

結
果
に
合
せ
て
、
町
の
防

災
計
画
も
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
基
礎
デ
ー
タ
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
に
応
じ
、
計
画
を

改
善
し
、
見
直
す
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
ず
、

見
直
し
後
の
周
知
徹
底
と

訓
練
に
よ
る
定
着
で
、
防

災
力
を
高
め
て
い
き
た

い
。

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは

　食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物
混入等の危害要因を把握し、原材料の入荷
から製品の出荷に至る全工程の中で、それ
らの危害要因を除去又は低減させるために
特に重要な工程を管理し、製品の安全性を
確保しようとする手法のことです。

質
　
問
　
町
の
平
成
28
年

度
の
特
定
健
診
受
診
率
は

男
女
と
も
に
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
若
年
層

の
受
診
率
は
低
く
な
っ
て

い
る
。

　
町
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
健
診
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
が
、
国

民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
住

民
の
健
診
の
状
況
な
ど
、

次
の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
国
民
健
康
保
険
以
外
の

社
会
保
険
等
に
加
入
す
る

町
民
の
健
診
受
診
率
。

②
乳
幼
児
、
義
務
教
育
を

除
く
39
歳
以
下
の
町
民
の

健
康
診
断
受
診
率
。

③
49
歳
以
下
の
受
診
率
向

上
の
取
り
組
み
。

町
長
答
弁
　「
国
民
健
康

保
険
」「
船
員
保
険
」「
共

済
保
険
」
な
ど
の
各
種
医

療
保
険
者
に
は
、
40
歳
以

上
の
被
保
険
者（
加
入
者
）

に
対
す
る
「
特
定
健
康
診

査
」
の
実
施
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
　

　
な
お
、
南
部
町
の
国
民

健
康
保
険
で
は
、
町
独
自

に
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の

被
保
険
者
を
特
定
健
康
診

査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

①
町
で
は
、
町
が
保
険
者

で
あ
る
国
民
健
康
保
険
以

外
に
加
入
し
て
い
る
方
の

健
診
な
ど
の
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
国
の
公

表
で
は
、
市
町
村
国
保
よ

り
、
そ
れ
以
外
の
各
種
社

会
保
険
の
受
診
率
の
方
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

②
町
の
国
民
健
康
被
保
険

者
の
30
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

平
成
25
年
度
が
14
・
８
％

だ
っ
た
が
、
平
成
28
年
度

は
21
・
９
％
と
増
加
し
て

き
て
い
る
。

③
町
で
は
現
在
、
40
代
・

50
代
の
壮
年
期
の
方
の
受

診
率
向
上
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　
壮
年
期
で
未
受
診
の
方

に
は
電
話
で
受
診
勧
奨
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
八
戸
市
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー
に
て
「
国
保
人
間

ド
ッ
ク
」
が
受
診
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
は
、
町
内
の
医
療
機
関

な
ど
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

特定健康診査とは
　日本人の死亡原因の５割を超える
生活習慣病の予防のため、40 歳から
74 歳までの方を対象に、メタボリッ
クシンドロームに着目した健康診査
を行うことです。

質
　
問
　
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
は
、
児
童
生
徒
が
通
学

中
に
交
通
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
る
多
く
の
事
件
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
通
学
の
た
め
、
次

の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
町
内
小
・
中
学
生
の
通

学
方
法
の
実
情
。

②
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

把
握
方
法
と
そ
の
対
策
。

③
下
校
時
間
帯
に
お
け
る

防
犯
灯
の
整
備
。

教
育
長
答
弁
　
昨
今
、
児

童
生
徒
の
通
学
中
の
交
通

事
故
な
ど
が
全
国
的
に
多

発
し
て
お
り
、
学
校
の
あ

る
地
域
の
道
路
事
情
や
交

通
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
て

安
全
確
保
対
策
に
努
め
て

い
る
。

①
主
に
徒
歩
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
多
目
的
バ
ス
、
中

学
生
に
お
い
て
は
許
可
制

の
自
転
車
で
あ
る
が
、
最

近
は
保
護
者
の
自
家
用
車

に
よ
る
通
学
も
あ
る
。

②
平
成
27
年
２
月
に
示
さ

れ
た
南
部
町
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
南
部
町
通
学
路
安
全

推
進
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。

　
点
検
に
よ
り
対
策
が
必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
で
は
、

道
路
、
川
、
橋
、
た
め
池

な
ど
の
危
険
箇
所
の
現
地

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

③
保
護
者
や
学
校
か
ら
整

備
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
建
設
課
と
協
議
を
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
交
通
安
全
の
徹
底
を
呼

び
か
け
、
子
ど
も
た
ち
が

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

なんぶ議会だより

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
義
務

化
に
町
は
ど
う

臨
む
の
か
。

　
特
に
飲
食

店
等
へ
の

影
響
が
強
い
た

め
、
商
工
会
と

連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
。

　
町
の
防
災

計
画
は
信

頼
で
き
る
も
の

で
あ
る
か
。

　
改
善
と
見

直
し
、
周

知
と
訓
練
で
の

定
着
で
防
災
力

を
高
め
た
い
。

問

答

問

答

　
健
康
診
断

受
診
率
の

向
上
を
。

　
壮
年
期
の

受
診
率
向

上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
強

化
し
た
い
。

問

答

　
子
ど
も
た

ち
の
通
学

は
安
全
か
。

問

　
学
校
が
あ

る
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ

た
安
全
確
保
対

策
に
努
め
て
い

る
。 答

 馬淵川中流浸水想定区域図について

川守田  稔  議員松本  啓吾  議員

久保  利樹  議員

交通安全運動の様子（向小学校前）

平成28年度に全世帯へ配布した
町の防災マップ 	（馬淵川中流域	
浸水区域図の抜粋）
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教育民生常任委員会
６月26日

　教育民生常任委員会は、所管事務の現地調査を
行いました。
　複式学級の授業見学として訪れた杉沢小学校、
杉沢中学校では、校長先生から説明を受けたあと、
各クラスの授業を見学しました。
　閉鎖工事の完了を受けて訪れた福地不燃物処理
場では、町担当者から説明を受け、水質検査や閉
鎖後の管理方法について、質疑等を行いました。
※調査結果は、次号で詳しくお知らせします。

連携中枢都市圏勉強会
７月10日

　議員は、１市８町で構成する八戸圏域連携中
枢都市圏の議員連盟が主催する勉強会に出席し
ました。
　勉強会は階上町で開催され、内閣官房まち・ひ
と・しごと創生本部事務局担当官による「地方創
生における地域間連携について」と題した講演を
拝聴し、今年５月にオープンした「はしかみハマ
の駅あるでぃ～ば」の現地視察が行われました。

ふるさと南部会総会
６月23日

　議員は、町出身の首都圏等在住者が組織する「ふ
るさと南部会 ｣の総会に出席しました。
　東京上野のホテルで行われた総会には、91 名が
出席し、ふるさとの思い出話に花を咲かせました。
　遠く離れた首都圏から南部町を応援してくださ
る町出身者と交流をした議員団は、名誉町民の川
守田三次郎氏（静岡県浜松市）のピアノ伴奏で「３
つの花」を披露しました。

議会傍聴
　平成29年度の決算を審査する９月定例会は８月
31日に開会する予定です。
　傍聴席には限りがありますので、議会事務局ま
でお問い合わせください。☎	0178-84-2124 産業建設常任委員会

７月20日
　産業建設常任委員会は、耕作放棄地に関する所
管事務の現地調査を行いました。
　町農業委員会から「農地パトロール」における
耕作放棄地調査の状況や耕作放棄地が周辺農地へ
及ぼす影響等について説明を受けて現地を調査し
た委員は、耕作放棄となった理由や農地への復旧
に向けた取り組みについて、質疑を行いました。
※調査結果は、次号で詳しくお知らせします。

県下町村議会議員研修会
７月12日

　議員は、青森県町村議会議長会が主催し、青森
市で開催された研修会に参加しました。
　研修会は県内の町村議員を対象に行われたもの
で、読売新聞特別編集委員の橋本五郎氏の「今後
の政局・政治の動きを読む！」と題した講演を拝
聴しました。

　◉  第 81 回臨時会、常任委員会活動報告　◉　議会活動報告、議会傍聴など

　
７
月
上
旬
、
西
日
本
を
歴
史

的
な
豪
雨
災
害
が
襲
い
ま
し

た
。

　
南
部
町
で
は
、
馬
淵
川
の
水

防
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、「
未
曾
有
の
」
と
か
「
歴

史
的
な
」
と
言
わ
れ
る
災
害
は

い
つ
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か

す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
我
々
議
員
も
、町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
町
執
行
部

と
心
を
一
つ
に
し
て
、
更
な
る

防
災
体
制
の
充
実
に
力
を
注
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
個
人
と
し
て
も
、

防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
災
害

に
応
じ
た
避
難
や
初
動
の
心
構

え
「
自
助
」
が
重
要
で
あ
る
こ

と
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
災
害
に
お
い
て
犠

牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
に
、

衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
一
刻
も

早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長  

工
藤  

幸
子  

記

編 

集 

後 

記

【
売
買
代
金
】
２
千
７
０
０ 

万
円

【
契
約
の
相
手
】
互
光
産
業

株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

梅
内
　
利
哉
　
氏

■
財
産
の
処
分
（
麦
沢
小
学

校
跡
地
）

▽
　
麦
沢
小
学
校
跡
地
を
処

分
す
る
た
め
、
売
却
契
約

を
締
結
す
る
。

　
　
処
分
す
る
土
地
は
、
南

部
町
大
字
麦
沢
字
上
木
戸

場
９
番
地
５
の
学
校
用
地
、

５
千
６
４
７
・
４
７
平
米
。

【
売
買
代
金
】
１
千
１
８
０ 

万
３
千
円

【
契
約
の
相
手
】
株
式
会
社

コ
ア
ラ
イ
ン
　
代
表
取
締

役
　
加
藤
　
正
行
　
氏

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

▽
　
26
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
し
た
南
部
第
３
分
団

（
古
町
地
区
）
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
更
新
・
配

備
す
る
た
め
、
購
入
契
約

を
締
結
す
る
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ

型
、
納
入
期
限
は
平
成
31

年
３
月
８
日
。

主
な
議
案

なんぶ議会だより

南
部
第
３
分
団
に
配
備
す

る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
を
可
決
。

第
81
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

　７
月
９
日

　
第
81
回
臨
時
会
に
は
、
財
産
の
取
得
及
び
処
分
に

関
す
る
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

契

　約

麦沢小学校跡地（線で囲んだ部分）

平成 29 年度に配置された同型の車両

調査の様子調査の様子

現地視察の様子

　ふるさと南部会では、首都圏で暮らしている
南部町出身者の交流・情報交換を目的とし、毎年
６月に総会・交流会を開催しています。
　入会金・年会費はありません。
　随時、会員を募集しておりますので、役場交流
推進課内事務局（☎ 0178-84-2123）までお気軽
にお問い合わせください。

講師の橋本五郎氏
議会広報編集委員会の様子（７月 23 日）

会員を募集しています !



35 広報なんぶちょう　８月号広報なんぶちょう　８月号35 広報なんぶちょう　８月号 34

教育民生常任委員会
６月26日

　教育民生常任委員会は、所管事務の現地調査を
行いました。
　複式学級の授業見学として訪れた杉沢小学校、
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鎖後の管理方法について、質疑等を行いました。
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た委員は、耕作放棄となった理由や農地への復旧
に向けた取り組みについて、質疑を行いました。
※調査結果は、次号で詳しくお知らせします。

県下町村議会議員研修会
７月12日

　議員は、青森県町村議会議長会が主催し、青森
市で開催された研修会に参加しました。
　研修会は県内の町村議員を対象に行われたもの
で、読売新聞特別編集委員の橋本五郎氏の「今後
の政局・政治の動きを読む！」と題した講演を拝
聴しました。
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上
げ

ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長  

工
藤  

幸
子  

記

編 

集 

後 

記

【
売
買
代
金
】
２
千
７
０
０ 

万
円

【
契
約
の
相
手
】
互
光
産
業

株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

梅
内
　
利
哉
　
氏

■
財
産
の
処
分
（
麦
沢
小
学

校
跡
地
）

▽
　
麦
沢
小
学
校
跡
地
を
処

分
す
る
た
め
、
売
却
契
約

を
締
結
す
る
。

　
　
処
分
す
る
土
地
は
、
南

部
町
大
字
麦
沢
字
上
木
戸

場
９
番
地
５
の
学
校
用
地
、

５
千
６
４
７
・
４
７
平
米
。

【
売
買
代
金
】
１
千
１
８
０ 

万
３
千
円

【
契
約
の
相
手
】
株
式
会
社

コ
ア
ラ
イ
ン
　
代
表
取
締

役
　
加
藤
　
正
行
　
氏

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

▽
　
26
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
し
た
南
部
第
３
分
団

（
古
町
地
区
）
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
更
新
・
配

備
す
る
た
め
、
購
入
契
約

を
締
結
す
る
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ

型
、
納
入
期
限
は
平
成
31

年
３
月
８
日
。

主
な
議
案

なんぶ議会だより

南
部
第
３
分
団
に
配
備
す

る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
を
可
決
。

第
81
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

　７
月
９
日

　
第
81
回
臨
時
会
に
は
、
財
産
の
取
得
及
び
処
分
に

関
す
る
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

契

　約

麦沢小学校跡地（線で囲んだ部分）

平成 29 年度に配置された同型の車両

調査の様子調査の様子

現地視察の様子

　ふるさと南部会では、首都圏で暮らしている
南部町出身者の交流・情報交換を目的とし、毎年
６月に総会・交流会を開催しています。
　入会金・年会費はありません。
　随時、会員を募集しておりますので、役場交流
推進課内事務局（☎ 0178-84-2123）までお気軽
にお問い合わせください。

講師の橋本五郎氏
議会広報編集委員会の様子（７月 23 日）

会員を募集しています !



名農豊穣太鼓 ふくちYOSAKOI大会ふくちYOSAKOI大会

オアシズ＆本田兄弟　大爆笑ライブ

白神Special Live安室奈美似スーパーライブなまず勝ち抜き競泳会

さくらんぼ種飛ばし大会あかね幼稚園児のダンス披露

名農豊穣太鼓

７
月
14
日
と
15
日
の
二
日
間
、
青
森
県
南

最
初
の
夏
ま
つ
り
「
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
」

が
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
さ
れ
、
約
７
万
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

あ
か
ね
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け

た
初
日
は
、
名
久
井
農
業
高
校
郷
土
芸
能
部

に
よ
る
「
名
農
豊
穣
太
鼓
」、
抜
群
の
歌
唱

力
を
披
露
し
た
「
な
か
じ
ま
み
か
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
」、
和
楽
器
と
洋
楽
器
を
融
合
さ
せ
た
ユ

ニ
ッ
ト
「
白
神
」
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
な
ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
会

場
を
沸
か
せ
、
夜
に
は
１
８
０
０
発
の
大
輪

の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

二
日
目
、
恒
例
の
「
な
ま
ず
勝
ち
抜
き
競

泳
会
」
は
、
気
温
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
影

響
も
あ
っ
て
か
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
ナ

マ
ズ
の
泳
ぎ
に
、
客
席
は
声
援
と
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
っ
た
お
笑
い
ラ
イ
ブ

で
は
、お
笑
い
コ
ン
ビ
「
オ
ア
シ
ズ
」
と
「
本

田
兄
弟
」
が
軽
妙
な
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
持
ち

ネ
タ
を
披
露
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
く

し
た
観
客
か
ら
は
、
ど
っ
と
笑
い
が
沸
き
起

こ
り
、
大
爆
笑
、
大
盛
況
の
う
ち
に
、
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
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広報なんぶちょう

初
夏
を
彩
る

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り


